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目 次

市の人口・世帯
（平成28年3月1日現在）

22万7,758人

9万7,181世帯

男／11万3,279人
女／11万4,479人
※前月より2人減

　上尾市の所有する摘田・畑作用具
521点が、文化庁の答申を受け、平
成28年3月2日に国登録有形民俗文
化財に登録されました。
　当時は当たり前に使っていた農具
も、時を経て貴重な文化財になりま
した。多くの農具を寄贈いただいた
皆さんの協力により、上尾の宝がま
た一つ増えました。

◆市役所本庁舎１階・２階(市民税課、納税課、障害福祉課、高齢介護課に限る)・５階(子ども支援課、保育課に限る)の窓口、
尾山台出張所、上尾駅出張所は、土曜日も業務を行っています。
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図書館へようこそ

5月の相談

H
ハ イ ラ イ ツ
ighlights 外国語情報コーナー

市民のひろば

シティ情報

保健センター通信 一歩ふみ出す健康づくり 

みんなあつまれ いっしょにあそぼ！

上尾歴史散歩

あげたて！ＮＥＷＳ

農商工観ポータルサイト「あげポタ」
1周年記念キャンペーン

語り継ぐ、上尾の摘
つ み

田
た

「第5次総合計画後期基本計画」を策定／『上尾市災害ハザードマップ』を配布／区会・
町内会・自治会に加入しましょう！／ご利用ください あげお市政出前講座／新しいバ
スサービス｢よんd

で
eバスA

エアー
ir｣をご利用ください　他

まちかど特派員だより「庚
こうしんとう

申塔を訪ねて」／アッピーネット／スポットライト〔古沢真
弘さん〕／読者の声／身近な自然環境を生かした環境教育〜上平小学校の取り組み〜
／未来へすくすく！わが家のアイドル／小学校給食レシピ〔みそだれ焼肉〕

障害者差別解消法が施行／国民年金保険料の学生納付特例制度／春の全国交通安
全運動／市民体育館トレーニング室／協働のまちづくり推進事業事業提案／手話講
習会／Ｍ−1グランプリ2015ツアー inあげお　他　

平成28年度 各種検診　他／母子・成人・精神保健事業スケジュール／平日夜間・
休日診療／今月の健康

アッピーランド／こどもの城／ももっこルーム／子育て拠点／イベントカレンダー

大
お お や ま

山講
こ う

と大山灯籠〜近世から続くともしび〜

『しょうぼうじどうしゃじぷた』のモデル・ジープ型消防車／｢キラリ☆あげおPR大
使」就任記念 長尾春花スプリングコンサート／アッピーランド　ひなまつり／ ｢上
尾市犯罪情報の住民提供等に関する協定｣を締結
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はがきかメールにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、
『広報あげお』の感想を記入して、4月22日㈮まで（必着）に
広報広聴課「クイズ アッピーを探そう!」係へ。

賞品の発送をもって発表に代えさせていただきます。
正解は5月号のこのコーナーに掲載します。
前号の答えは「14」でした。

応
募
方
法

発
表

あげポタ
QRコード



ホームページ	 http://agepota.jp
Facebook	 http://www.facebook.com/agepota
Twitter	 http://twitter.com/agepota
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★

　｢あげポタ｣では掲載を希望する市内にある企業・お店・農家や、市内で活動している
団体を随時募集しています。掲載は無料です。「あげポタ」に掲載して、お店や団体などの
魅力を発信しませんか？詳しくは商工課へ問い合わせてください。

　4月5日から、プレゼントやサービスの内容、応募・提供
方法などを｢あげポタ｣ホームページ・公式F

フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook・
公式T

ツ イ ッ タ ー

witterで順次お知らせしていきます。毎日見逃さず
にチェックしてください！

※写真は一例で、イメージです。実際の品物とは異なる場合があります。

｢あげポタ｣の使い方などをまとめたリーフレットが
市内公共施設などに配置されています！

全40種類のプレゼントやサービスをご用意

あげポタってなに？

こんな情報を掲載中

｢あげポタ｣掲載事業所・市内活動団体の募集

商工課
777−4441・ 775−5024

●日頃から要チェック！お得なクーポン情報
掲載企業・お店から寄せられる、見れば得するお得なクーポン情報を掲載。日頃から要チェック！

●上尾の｢ホット｣な情報が丸分かり！アクセスランキング
���｢あげポタ｣利用者が今何に注目しているかが分かる、掲載企業・お店のアクセスランキングを紹
介しています。上尾の「ホット｣な情報が丸分かり！

●｢あげポタ｣を利用者みんなで盛り上げよう！口コミ投稿
｢ここのお店がおいしかった｣｢このスポットはお勧め｣など、口コミ情報を投稿できます。地域の
情報をみんなで共有して｢あげポタ｣を盛り上げよう！

　市内の企業・お店・農産物・イベントなどの情報を分野ごとに集約して発信したり、｢遊ぶ｣｢観る｣｢食べる｣｢暮らす」「買う」
「働く｣など、さまざまな視点から上尾の情報を簡単に検索することができるようにまとめたウェブサイトです。

詳しくは
こちら

農商工観ポータルサイト

4月5日㈫〜5月15日㈰
1 あげポタ

QRコード

　市内の企業・お店・イベントなどの情報を発信するポータルサイト｢あげポタ｣が、開設1周年を迎えました。そこで
｢あげポタ1周年記念キャンペーン｣として、｢あげポタ｣に掲載している企業・お店などから、｢あげポタ｣をご覧いただ
いた皆さんにすてきなプレゼントやサービスがあります。さっそく｢あげポタ｣をチェックしてみましょう！

キャンペーン期間
周年記念キャンペーン
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が
、摘
田
に
適
し
て
い
た
た
め
で
す
。

　
上
尾
市
域
で
は
、
畑
は
大
宮
台
地
上
に
、

田
は
谷
の
底
部
に
当
た
る
低
湿
地
に
あ
り

ま
し
た
。こ
れ
は
、上
尾
が
大
宮
台
地
上
に

あ
る
土
地
柄
、用
水
路
を
作
っ
て
台
地
の
上

ま
で
水
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
困
難
だ
っ

た
た
め
で
す
。そ
の
た
め
、田
植
え
を
す
る

際
に
必
要
に
な
る
水
を
確
保
す
る
た
め
に
、

雨
水
や
湧
き
出
す
水
を
利
用
で
き
る
低
湿

地
で
稲
作
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。低
湿
地
は

地
中
の
温
度
が
低
く
、
苗
を
田
植
え
す
る

植
田
で
は
稲
が
成
長
し
づ
ら
い
環
境
で
し

た
。

　
ま
た
、
上
尾
市
域
が
畑
作
中
心
の
農
業

地
域
で
あ
っ
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
す
。

農
業
経
営
を
支
え
る
の
は
麦
な
ど
の
畑
作

物
で
し
た
。
麦
が
収
穫
さ
れ
る
５
月
下
旬

～
６
月
に
か
け
て
の
時
期
は
、農
家
に
と
っ

て
最
大
の
繁
忙
期
で
す
。植
田
に
よ
る
稲
作

で
は
こ
の
時
期
が
田
植
え
の
時
期
に
当
た

り
、作
業
が
集
中
し
て
し
ま
い
ま
す
。一
方
、

摘
田
の
場
合
は
５
月
上
旬
に
種
籾
を
ま
く

作
業
を
行
う
た
め
、
麦
の
収
穫
と
稲
作
の

労
働
時
期
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
昭
和
20
年
代
末
～
30
年
代
に
は
、摘
田
は

　
そ
も
そ
も
摘
田
と
は
何
か
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
稲
の
栽
培
法
と
し
て
、一
般
的
に
は

苗
を
作
り
田
植
え
を
す
る｢

植
田｣

が
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、｢

摘
田｣

は
種た

ね
も
み籾（
稲
の

種
子
）を
直
接
田
に
ま
く
栽
培
の
稲
作
で
す
。

作
業
に
合
わ
せ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
農
具
を
使

用
し
ま
す
。

　
摘
田
は
関
東
地
方
の
大
宮
台
地
、武
蔵
野

台
地
、
相
模
野
台
地
、三
重
県
鈴
鹿
地
方
、

南
九
州
地
方
な
ど
、全
国
的
に
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。中
で
も
上
尾
市
域
を
含
む
大
宮
台

地
で
は
昭
和
30
～
40
年
代
の
遅
い
時
期
ま
で

盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
当
時
の
上
尾
市
域
で
は
農
業
が
主
産
業

で
、農
地
の
約
８
割
が
主
に
麦
や
サ
ツ
マ
イ

モ
を
栽
培
す
る
畑
作
地
帯
で
し
た
。農
地
の

２
割
ほ
ど
を
占
め
て
い
た
田
で
は
、古
く
か

ら
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
ほ

と
ん
ど
全
て
が
摘
田
で
し
た
。終
戦
直
後
ま

で
、市
内
に
は
田
植
え
を
知
ら
な
い
農
家
が

い
る
ほ
ど
、摘
田
が
浸
透
し
て
い
た
の
で
す
。

　
こ
こ
ま
で
摘
田
が
浸
透
し
て
い
た
理
由

は
、
上
尾
市
域
の
土
地
や
水
な
ど
の
環
境

摘
田
の
歴
史
の
終し

ゅ
う

焉え
ん

田
植
え
を
し
な
い
稲
作「
摘
田
」

摘
田
は
上
尾
の

土
地
柄
に
合
っ
て
い
た

　
3
月
2
日
、上
尾
の
摘
田
・
畑
作
用
具
が
文
化
財
と
し
て
の
高

い
価
値
が
認
め
ら
れ
、保
存
・
活
用
の
た
め
国
登
録
有
形
民
俗
文

化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
で
は
使
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
こ
れ
ら
の
農
具
は
、ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。上
尾
の
先
人
た
ち
の
暮
ら
し

ぶ
り
や
、そ
の
苦
労
・
工
夫
に
迫
り
ま
す
。

ノタクリでスジツケ　種
たねもみ

籾をまくための筋を引く「スジツケ」という作業。「曲
がり八石、くねって九石、まっすぐ引けば十石」といわれ、まっすぐ引くほど
多く収穫できる。

ハイブルイで種作り　田摘みする種籾
を灰でくるむ際に水を掛け、大きな灰を
除去するために使う。

マンノウで田作り　田の土を掘って塊を
砕き、平らにならして種籾をまくことがで
きるようにする。

一
いっ

斗
と

五
ご

升
しょう

ザルで田摘み　種籾をまく「田摘み」で必ず使う一斗五升ザルは、左
手で抱えるようにザルを持ち、右手の主に親指・人差し指・中指の３本の指で
種籾を摘まみ、ノタクリでつけた筋の中に、軽く投げ落とすようにして行う。

語
り
継
ぐ
、上
尾
の
摘つ

み

田た
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急
速
に
行
わ
れ
な
く
な
り
、昭
和
40
年
代
後

半
に
は
ほ
ぼ
消
滅
し
ま
し
た
。代
わ
り
に
導

入
さ
れ
た
の
は
植
田
に
よ
る
稲
作
で
す
。

　
こ
の
背
景
に
は
土
地
改
良
・
農
業
技
術

の
進
歩
な
ど
に
よ
り
、田
に
井
戸
を
掘
り
、

品
種
改
良
さ
れ
た
稲
を
井
戸
水
で
栽
培
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、時
代
と
共
に
需
要
が
少
な

く
な
っ
た
麦
の
栽
培
が
減
少
し
、麦
の
収
穫

で
忙
し
か
っ
た
５
月
下
旬
～
6
月
に
か
け

て
田
植
え
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
も
理
由
の
一
つ
で
す
。

　
さ
ら
に
首
都
圏
の
50
㌔
㍍
圏
内
に
位
置

す
る
た
め
土
地
の
利
用
価
値
が
高
ま
り
、

農
業
以
外
の
付
加
価
値
が
出
て
き
た
こ
と

も
摘
田
の
終
焉
に
拍
車
を
か
け
ま
し
た
。市

内
に
広
が
っ
て
い
た
田
畑
は
真
っ
先
に
土

地
開
発
の
標
的
と
な
り
、
上
尾
は
都
市
化

が
進
み
ま
し
た
。

　　
今
回
登
録
さ
れ
た
農
具
は
、
昭
和
40
年

頃
ま
で
市
内
で
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
も

の
で
す
。上
尾
は
比
較
的
遅
く
ま
で
摘
田
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、用
具
の
残
存
度

が
高
く
、農
業
の
基
盤
で
あ
っ
た
畑
作
の
用

具
と
共
に
ま
と
ま
っ
て
収
集
さ
れ
て
い
ま

す
。農
具
の
内
訳
は
、摘
田
用
具
309
点
と
畑

作
用
具
212
点
の
計
521
点
で
す
。

　

特
に
摘
田
用
具
は
、
田
を
起
こ
す
田
作

り
か
ら
、
種
ま
き
、
除
草
、
収
穫
ま
で
体
系

的
に
農
具
一
式
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
は
全
国

で
も
珍
し
く
、農
業
の
移
り
変
わ
り
を
伝
え

る
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
国
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
は
、
全
国
で

42
件
と
な
り
、関
東
地
方
で
５
件
目
、埼
玉

県
で
３
件
目
の
登
録
で
す
。

国
の
宝
に
な
っ
た

上
尾
の
摘
田
・
畑
作
用
具

「摘田」の名前の由来
　「摘田」という名称がついた理由ははっきりと
していませんが、種籾を指で摘まんで田にまく
作業(田摘み)からという説があります。
　正徳六(1716)年の南村(大字南)の村明細帳
『武蔵国足立郡南村指出シ』の中には、｢田方ハ
不残徒

つ

ミ田ニ而弥六稲作リ申候｣とあります。
これは、「田は全て摘田で、弥六という品種の
稲を作っている｣という意味です。江戸時代に
も｢つみた｣という言葉が使われていたことが
ここからも読み取れます。

コラム

一
いっ

斗
と

五
ご

升
しょう

ザルで田摘み　種籾をまく「田摘み」で必ず使う一斗五升ザルは、左
手で抱えるようにザルを持ち、右手の主に親指・人差し指・中指の３本の指で
種籾を摘まみ、ノタクリでつけた筋の中に、軽く投げ落とすようにして行う。

田
た

舟
ぶね

で稲刈り　摘田では、稲に湿っ
た泥が付くのを防ぐため、鎌で刈っ
た稲を束ねて田舟に乗せる。

田にまいた種籾

登録された摘田用具の一部

一夫さん

智裕さん

一夫さん　

語り継がれる摘田の記憶
市制作ＤＶＤ『上尾
の摘田～直播によ
る伝統的な稲作の
記録～』に出演した
大木一夫さん（兄・
左）と智裕さん兄弟

我が家でも摘田を行っていました。田んぼごとに水
の深さが全く違い、深いところではひざ上まで足が沈むところ
もありましたね。摘田は今の稲作とは異なり、11月頃の霜が降る
ような寒い季節が収穫時期でした。田下駄（深田で稲刈時に足
が埋まらないように用いた民具）を履いたり、雨が降ったときは
ゴザを合羽代わりに着ていたりしたことを思い出します。

自分はまだ幼かったので、直接田んぼに入って作
業することはほとんどありませんでしたが、母が一斗五升ザル
を身に着けて田摘みをしていたことは記憶しています。また
｢田コスリ｣（田の表面をならして平らにする作業）など、幼いな
がらも自分にできる仕事を任されて、手伝いをしていました。
｢田井戸｣（摘田に使用する水を確保するため掘られた池）では、
ドジョウやタニシなどを採って、よく遊びました。

　今回登録された道具を見ると懐かしいですね。日
常的に使ってきた道具が、国登録有形民俗文化財になるとい
うのは不思議な気持ちです。水・天気・土地に合わせて、本当
にいろいろな道具を使っていたなとしみじみ思います。
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節
電
を
継
続
し
、
よ
り
一
層
の
省
エ
ネ

を
推
進
す
る
た
め
、
日
曜
日
の
閉
庁
を
継

続
し
ま
す
。

　
市
で
は
平
成
23
～
32
年
度
ま
で
を
計
画

期
間
と
す
る「
第
５
次
上
尾
市
総
合
計
画
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
前
期
基
本
計
画

が
平
成
27
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
平
成

28
～
32
年
度
ま
で
の
後
期
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

計
画
は｢

“
ほ
っ
と
”な
ま
ち
あ
げ
お
市

民
会
議｣

の
提
言
や
、市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
な
ど
を
参
考
に
、
上
尾
市
総
合
計
画
審

議
会
で
審
議
を
重
ね
て
策
定
し
ま
し
た
。

後
期
基
本
計
画
は
前
期
基
本
計
画
と
同

様
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
行
政
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
協

働
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

も
の
と
し
、
市
の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り

の
四
つ
の
基
本
理
念
、
七
つ
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
方
向
な
ど
の
基
本
構
想
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。
計
画
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
す
る
他
、
市
役
所
１
階
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
、各
支
所
・
出
張
所
、図
書

館
本
館
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
県
が
決
定
す
る
都
市
計
画
の
変
更
案
を

作
成
す
る
に
当
た
り
、
意
見
を
募
集
す
る

た
め
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
公
聴
会　

５
月
27
日
㈮
10
時
30
分
～

12
時　

上
尾
市
役
所
７
階
大
会
議
室　

｢

上
尾
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
」「
上

尾
都
市
計
画
区
域
区
分
の
変
更｣

の
公
聴
・

公
述（
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
）　

●
都
市
計
画
変
更
の
原
案
の
閲
覧　

４

月
12
日
㈫
～
26
日
㈫
８
時
30
分
～
17
時
15

分（
㈯
㈰
を
除
く
）　
【
閲
覧
場
所
】埼
玉

県
都
市
計
画
課
、
上
尾
市
都
市
計
画
課
、

伊
奈
町
都
市
計
画
課
、埼
玉
県
北
本
県
土

整
備
事
務
所　

※
原
案
は
右
記
の
閲
覧

場
所
の
他
、
４
月
12
日
か
ら
埼
玉
県
都

市
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

http://
w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/a1102/
toshikeikakunosintyoku/

）、上
尾
市
・

伊
奈
町
の
各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

●
公
述
の
申
し
出　

上
尾
市
ま
た
は
伊

奈
町
に
住
所
を
有
す
る
個
人
と
法
人　
※

希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
公
述
人
を
選
定

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
公
述
時
間
は
１

人
当
た
り
お
お
む
ね
10
分
以
内
で
す
。　

公
述
申
出
書（
上
記
の
閲
覧
場
所
に
あ

る
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
４
月
26

日
ま
で（
必
着
）に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、

上
尾
市
都
市
計
画
課（
〒
362−

８
５
０
１

本
町
３

−

１−

１
）ま
た
は
伊
奈
町
都
市

計
画
課（
〒
362−

８
５
１
７
伊
奈
町
小
室

９
４
９
３
）か
埼
玉
県
都
市
計
画
課（
〒
330

−

９
３
０
１
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３−

15−

１
）へ　
※
埼
玉
県
電
子
申
請
届
出
サ

ー
ビ
ス
に
よ
る
提
出
も
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
埼
玉
県
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
公
述
の
申
し
出
が

な
い
場
合
は
公
聴
会
は
中
止
で
す
。
傍
聴

を
希
望
す
る
人
は
、５
月
10
日
㈫
以
降
に

上
尾
市
都
市
計
画
課
ま
た
は
伊
奈
町
都

市
計
画
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、『
上
尾
市
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』

を
市
内
の
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

　
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
建
物
倒
壊

危
険
度
・
揺
れ
や
す
さ
・
液
状
化
危
険
度

を
示
し
た｢

地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ｣

と
、

荒
川
・
鴨
川
・
芝
川
で
洪
水
が
発
生
し
た

際
に
想
定
さ
れ
る
浸
水
区
域
や
内
水
氾
濫

想
定
区
域
を
示
し
た｢

水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ｣

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
伴

い
、
上
尾
市
地
域
防
災
計
画
を
一
部
改
訂

し
、
避
難
場
所
な
ど
を
体
系
的
に
見
直
し

ま
し
た
。
そ
の
他
、
災
害
時
の
注
意
点
や

減
災
に
役
立
つ
家
具
の
固
定
方
法
な
ど
も

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
家
庭
・
職
場
・

地
域
な
ど
で
災
害
時
の
備
え
と
し
て
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。　
※
各
支
所
・
出
張
所

で
も
配
布
し
ま
す
。

行
政
経
営
課　

7
7
5−

3
9
6
3

7
７
6−

8
8
7
3

市
民
課　

7
7
5−

5
1
2
8

　

7
７
5−

9
8
2
7

都
市
計
画
課　

7
7
5−

7
6
2
9

　

7
7
5−

9
9
0
6

埼
玉
県
都
市
計
画
課　

8
3
0−

5
3
4
1

伊
奈
町
都
市
計
画
課　

7
2
1−

2
1
1
1

都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会

策定した「第5次上尾市総
合計画後期基本計画」

配布する『上尾市災害ハ
ザードマップ』

危
機
管
理
防
災
課　

7
7
5−

5
1
4
0

　

7
7
5−

9
9
2
7

行
政
経
営
課　

7
7
5−

3
9
6
3

　

7
7
6−

8
8
7
3

『
上
尾
市
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』

を
配
布

「
第
５
次
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
」
を
策
定

市
役
所
本
庁
舎
、
尾
山
台
・
上
尾
駅

出
張
所
の
日
曜
日
の
閉
庁
を
継
続
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　各健診、人間ドックの詳細は下表のとおりです。各健
診の対象者には受診券を郵送しますので、券が届いた
ら同封の実施医療機関一覧を参照の上、受診してくださ
い。特定健診の対象者にはがん検診の受診券を同封しま
す。
　人間ドックを市内指定医療機関で受診する場合、事前
に補助申請手続きが必要です。保険年金課または各支
所・出張所（受診日の15日前までの申請に限る）で手続き
をしてください。　※指定医療機関以外（市外の医療機関
など）で受診する場合は、受診後に保険年金課で補助申
請手続きをしてください。詳しくは受診券に同封されて
いる案内をご覧ください。

●受診上の注意
・	各健診と人間ドックはいずれかを年度内1回に限り受
診できます。2回以上受診した場合は全額自己負担となり
ます。
・	指定医療機関以外で人間ドックを受診する場合、検査
項目を満たしていない時は、補助の対象外となる場合が
ありますので注意してください。
・	各医療機関の休診日や予約の有無などは、事前に確認
してください。
・	全国健康保険協会（協会けんぽ）の加入者は、協会けんぽ
が実施する特定健診を受診してください。詳しくは協会け
んぽ埼玉支部（ 658−5915）に問い合わせてください。

保険年金課（管理担当）　 782−6494・ 775−9827
（高齢者医療担当）　 775−5125・ 775−9827

特定健診（国保加入者）・後期高齢者健診・人間ドック

国民健康保険 後期高齢者医療制度

特定健診 国保人間ドック 後期高齢者健診 高齢者人間ドック

対 象 者 40～74歳の国民健
康保険加入者

受診日現在35～74歳で国民健康保険
税の滞納がない人

75歳以上の後期高齢者医療制度加入者
(65歳以上の人で、一定の障害があると認定を受けた人も含
む)　※高齢者人間ドックは受診日現在、保険料の滞納
がない人が対象です。

費　　用 無料
検診料のうち2万円を補助
(ただし検診料が2万円を超えない時
は検診料の金額を補助)

無料
検診料のうち2万円を補助
(ただし検診料が2万円を超えない時
は検診料の金額を補助)

受診期間 5～10月 5月～平成29年2月 5～10月 5月～平成29年2月

検査項目

【特定健診・後期高齢者健診】�
問診、身体計測(身長、体重、BMI〈体格指数〉、腹囲)、診察、血圧測定、血液検査、尿検査、心電図
※特定健診、後期高齢者健診では、眼底検査は医師が必要と認めた場合に行います。
※眼底検査の設備のない医療機関で受診した時は、指定眼科医への紹介制度があります。
※後期高齢者健診では、腹囲は測定しません。
【人間ドック】��
上記検査項目に加え、便潜血検査、胸部レントゲン、胃部レントゲンまたは内視鏡、腹部超音波、眼底検査他

申し込み 対象者には4月下旬
に受診券を郵送

指定医療機関で受診する場合

対象者には4月下旬
に受診券を郵送

指定医療機関で受診する場合
事前に指定医療機関に予約をして、
健康保険証、特定健診受診券(特定健
診対象者)、最近納付した保険税の領
収書（口座振替・年金納付の人を除
く）を用意して、保険年金課または各
支所・出張所へ

事前に指定医療機関に予約をして、
健康保険証を用意して、保険年金課
または各支所・出張所へ

指定医療機関以外で受診する場合 指定医療機関以外で受診する場合
医療機関に予約をして受診後、健康
保険証、特定健診受診券(特定健診対
象者)、最近納付した保険税の領収書
（口座振替・年金納付の人を除く）、検
診結果、領収証、振込口座が分かる物
を用意して、保険年金課へ

医療機関に予約をして受診後、健康
保険証、検診結果、領収証、振込口座
が分かる物を用意して、保険年金課
へ

受診時に
必要な物

特定健診受診券、健
康保険証

指定医療機関で受診する場合

後期高齢者健診受
診券、健康保険証

指定医療機関で受診する場合
35～39歳の人
(特定健診対象外)

40～74歳の人
(特定健診対象)

健康保険証、ドック補助券
健康保険証、ドッ
ク補助券

特定健診受診券、
健康保険証、ドッ
ク補助券

問い合わせ 保険年金課　管理担当 保険年金課　高齢者医療担当
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問い合わせ先 電話・ファクス

平方支所 725−2004・ 780−1112

原市支所 721−1604・ 720−1113

大石支所 725−1079・ 780−1114

上平支所 771−2315・ 770−1102

大谷支所 781−0121・ 780−1113

原市団地自治会 722−2481・ 796−0287

尾山台団地自治会 ・ 721−3752

西上尾第一団地自治会 ・ 726−2067

西上尾第二団地自治会 726−0131・ 726−1404

区会・町内会・自治会に
加入しましょう！

【地域の支え合い】
　地域での社会福祉活動や各種募金活動にも協力する
他、子育て支援や敬老会事業の実施など、子どもからお
年寄りまで地域との触れ合いを深めています。
●加入の問い合わせ
　班長などの区会・町内会・自治会役員に確認するか、下
表に問い合わせてください。

市民協働推進課　 775−4597・ 775−9819

　区会・町内会・自治会は地域の人たちのつながりを大切にし、より住み良い地域をつくっていくことを目的
に、さまざまな活動を行っています。区会・町内会・自治会へ加入し、地域の人々との触れ合いを深めましょう。

【自主防災会の活動】
　災害が発生した際には隣近所の助け合いが必
要です。東日本大震災では、自主防災会による適
切な避難誘導によって多くの地域住民の命が救
われました。日ごろから防災訓練を行い、災害時
の情報収集方法や非常食・毛布などの備蓄を確
認しています。
【安心安全なまちづくり】
　夜間の犯罪防止や地域の安全を守るため、街
路灯の維持管理の他、児童の登下校時などに防
犯パトロールを実施しています。
【市や地域の情報提供】
　市が発行する『広報あげお』や『議会だより』な
どを配布する他、回覧板を用いて地域の身近な情
報を提供しています。
【環境美化運動の推進】
　快適な生活環境を守るため、お互いに協力し合
い、地域清掃やリサイクル活動を行っています。
【スポーツレクリエーション活動】
　夏祭りや運動会など、地域住民の交流を深める
親睦行事や伝統行事を催しています。

　2月24日、上尾市・上尾市区長会連合会・全日本不
動産協会埼玉県本部大宮支部の三者で協定を結びま
した。この協定の締結で、全日本不動産協会埼玉県本
部大宮支部に所属する不動産会社などが、区会・町内
会・自治会への加入促進のための啓発チラシの配布な
どを行うことになりました。この働きかけは新規転入
者や住宅購入者などを対象に行われます。
　明るく住みよい安全で安心なまちづくりを目指す上
で、区会・町内会・自治会の役割は大きく、これをきっ
かけに区会・町内会・自治会加入世帯が増えることで、
地域社会のさらなる発展が期待されます。

「上尾市における区会・町内会・自治会の加入促進に関する
協定」を締結

左から長島全日本不動産協会埼玉県本部大宮支部支部長、
島村市長、大井川上尾市区長会連合会会長
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り（
市
の
指
定
色
）・
縦
3.5
×
横
９
㌢
・
5
万

円（
1
枠
当
た
り
）　
【
掲
載
期
間
】７
月
～

平
成
29
年
6
月　
【
発
送
数
】3
万
6
千
通　

申
込
書（
保
険
年
金
課
に
あ
る
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、４
月
15
日
㈮
～
28

日
㈭
に
直
接
、保
険
年
金
課
へ

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
市
長
が
市
議
会
の

意
見
を
聞
い
て
推
薦
し
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
す
。
市
内
に
は
11
人
お
り
、

各
種
相
談
に
応
じ
て
い
る
他
、
市
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
啓
発
冊
子
を
配
布
し
て
人
権

啓
発
を
行
い
、
人
権
侵
害
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
人
権
擁
護
委
員（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

松
尾
四
郎
、
矢
部
清
美
、
和わ

け氣
昭し

ょ
う

祐ゆ
う

、

松
澤
美
智
子
、小
島
勝
、前
島
百
合
子
、小

川
久
雄
、藤
波
政
明
、千
葉
ふ
み
子
、太た

幡ば
た

和
子
、村
田
眞
司

●
人
権
相
談
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

毎
月
第
４
㈬（
11
月
は
第
3
㈬
、12
月
は

第
２
㈬
）10
～
15
時（
12
～
13
時
を
除
く
）　

市
役
所
７
階
大
会
議
室　

家
庭
内
の

不
和
、相
続
、人
権
に
関
す
る
悩
み
事
・
も

め
事
な
ど
の
相
談（
29
ペ
ー
ジ
参
照
）　
※

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
以
降
、
上
尾
市
国
民
健
康
保
険
加

入
者(

指
定
難
病
・
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の

人
と
、
平
成
28
年
４
月
１
日
時
点
で
す
で

に
１
年
を
超
え
て
継
続
し
て
精
神
病
床
に

入
院
し
て
い
る
人
を
除
く)

の
入
院
時
食
事

代
の
自
己
負
担
額
が
、
１
食
当
た
り
260
円

か
ら
360
円
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
は
、
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
を
申
請
・
発
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

１
食
当
た
り
210
円
ま
た
は
100
円
に
減
額
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す（
月
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
の
減
額
は
原
則
で
き
ま
せ
ん
）。　
※
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
す
で
に
発
行
済

み
の
人
は
、
有
効
期
限
ま
で
使
用
で
き
ま

す
の
で
手
続
き
は
不
要
で
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
28
年
度
に
発
送
す
る
上
尾
市
国
民

健
康
保
険
証
用
の
封
筒
に
掲
載
す
る
広
告

を
募
集
し
ま
す
。掲
載
は
審
査
の
上
決
定
し

ま
す
。　
【
掲
載
位
置
】封
筒
裏
面　
【
募
集

枠
数
】２
枠　
【
色
・
規
格
・
掲
載
料
】単
色
刷
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とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
入
院
時

食
事
代
自
己
負
担
額
の
変
更

国
民
健
康
保
険
証
用
封
筒
へ
の

広
告
を
募
集

保
険
年
金
課
　

7
7
5−

5
1
3
6

（
国
保
給
付
担
当
）　

7
7
5−

9
8
2
7

保
険
年
金
課
　

7
8
2−

6
4
7
1

　

7
7
5−

9
8
2
7

人
権
男
女
共
同
参
画
課
　

7
7
5−

5
1
1
7
　

7
7
8−

5
1
1
2

　
　市民の皆さん、こんにちは。市長の島村です。　
　草木も芽吹き、すがすがしい新緑を目にする季節
となりましたが、いかがお過ごしでしょうか。
　4月は多くの出会いと別れがあります。先日は市内
の小・中学校の｢卒業証書授与式｣に出席させていた
だきました。先生から卒業生一人一人の名前が丁寧
に読み上げられ、壇上で卒業証書を受け取るその姿
は、緊張しつつもどこか誇らしげでした。
　特別な空気に包まれた会場で、私も来賓の一人と
して祝辞を贈らせていただきました。中学校を卒業
する生徒の皆さんに贈った言葉で、毛

もう

里
り

武
たけし

さんの『名
前は祈り』という詩をご紹介します。
　これは卒業生の皆さんが、新たな一歩を踏み出す
勇気と、力となってくれることを願って贈らせていた
だいたものです。

　名前はその人のためだけに　用意された美しい祈り
　若き日の父母が　子に込めた願い
　幼きころ　毎日、毎日　数えきれないほどの
　美しい祈りを授かった
　祈りは身体の一部に変わり　その人となった
　だから　心を込めて呼びかけたい
　美しい祈りを
　この世に存在が確認されているものには必ず名前
がありますが、私たち人間の名前は、数えきれないほ
どの文字の中から、祈りを込めて選ばれる特別なも
のです。人は、名前を呼ばれるたびに、そこに宿る愛
情と祈りを少しずつもらいながら成長し、一生を懸
けてその名前になっていくのかもしれません。
　新年度は出会いの季節。多くの人と出会い、名前
を交換し合う場面もおのずと増えます。新たなス
タートに当たり、皆さんにとっての励ましの言葉にな
れば幸いです。

名前は祈り

人
権
擁
護
委
員
の
活
動
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などは生活環境課へ　※市外から犬を連れて転入した
人は、転入前の自治体で発行した鑑札か、登録を証明
する物を用意してください。以前の自治体で登録済み
の場合の料金は、既登録犬同様で３,200円です。
●首輪・リードの確認を
　注射は原則として犬を注射台の上に乗せて行いま
す。事故防止のため首輪・リードを付け、会場には犬を
押さえられる人が連れてきてください。子どもだけや、
1人で2頭以上連れての来場はご遠慮ください。
●集合注射で注射を受けない場合
　かかりつけか最寄りの動物病院で注射を受けて、生
活環境課で手続きをしてくださ
い。（一社）上尾伊奈獣医師協会に
所属する動物病院（表２参照）で
は、集合注射と同等の扱いで、予
防注射と登録・注射済票の交付
手続きができます。

とき 9：30～10：30 11：30～12：30 14：00～15：00

4/11㈪ 中新井・西光寺 大谷・壱丁目愛宕会館
P 地頭方・氷川神社

4/12㈫ 平方公民館P 小泉氷川山公園P 井戸木・新田公園

4/13㈬ 上尾市文化センター南側駐車場P 富士見・赤熊広場 春日第2公園

4/14㈭ 原市九区自治会館 瓦葺自治会館P 原市駅前公園

　生後3カ月（91日）以上の犬は、狂犬病予防法により
登録（初年度だけ）と毎年の狂犬病予防注射が義務付
けられています。狂犬病で人が発病すると、治療法は
なくほぼ100㌫死亡する大変怖い病気です。毎年忘れ
ずに狂犬病予防注射を受けましょう。　 表１のと
おり　※都合の良い会場で受けてください。雨天でも
実施します。　 健康な犬　※健康上問題のある犬
や、著しく興奮状態にあり飼い主が制止できない犬ま
たは過去に予防接種により体調を崩したことのある犬
は、注射を控える場合があります。　 新規／６,200
円（登録料３,000円・注射済票交付手数料550円・注射
料２,650円）　継続／３,200円　※交付される鑑札と注
射済票は、迷子札としても大変有効です。必ず犬に装
着してください。既登録犬には、はがきで通知します。
記載内容を確認し、必要事項を記入し押印の上、注射
時にお持ちください。新規の登録申請用紙は会場にあ
ります。　【変更の届け出】犬の死や飼い主の住所変更

マイクロチップの装着を
　マイクロチップを装着しておけば、飼い犬や飼い猫
が行方不明になったり、地震などの災害で飼い主と離
れ離れになったりしても、飼い主の元に戻ってくる可
能性が高くなります。マイクロチップは一度体内に埋
め込むと脱落や消失することがなく、安全で確実な身
元証明の方法として世界中で広く使用されています。
名札・迷子札などの装着とともにマイクロチップの装
着も考えてみませんか。
犬を散歩に連れて行くときは
　犬を散歩に連れて行くときは、スコップやビニール
袋などを用意し、ふんをしてしまったときはそのまま放
置したり埋めたりしないで、必ず自宅に持ち帰るように
しましょう。公共の場には犬が苦手という人もいます。
散歩をするときは必ず首輪・リードを付け、犬が飼い
主の言うことを聞くようにしつけをしておきましょう。

【表2】一般社団法人上尾伊奈獣医師協会（五十音順）

※Pは駐車場がある会場です。

【表1】集合狂犬病予防注射日程表
動物病院 住所･電話

石井どうぶつ病院 中分5−230　 786−4368
井上動物病院 小泉377−97　 726−0090
かない動物病院 平塚2013−3　 771−8022
かわぐちペットクリニック 今泉264−2　 781−2257
かんだ動物病院 二ツ宮956−5　 777−2555
動物病院くまごろう 柏座2−3−10　 771−6437
藤倉獣医科医院 向山1−60−36　 781−5577
プラザ動物病院 愛宕3−1−40バリュープラザ内1階 772−5400
政木どうぶつ病院 上町1−9−3　 771−0111

とき 9：30～10：30 11：30～12：30 14：00～15：00

4/4㈪ 領家農村センターP 小敷谷西部公民館 弁財・昌福寺P

4/5㈫ 瓦葺むじなや公園 JA原市支店倉庫前P 原市・氷川神社

4/6㈬
県上尾運動公園陸上
競技場メーンスタン
ド前P

愛宕一丁目・愛宕神社 本町自治会館P

4/7㈭ 上新梨子集会所 町谷第一公園 上平公民館P

とき 10：00～11：30 13：30～15：00

4/17㈰
上平公園南側駐車場P 上尾丸山公園南口駐車場P

鴨川中央公園 上郷第一広場

とき 10：00～11：30 13：30～15：00

4/10㈰
浅間台大公園P 県さいたま水上公園駐車場P
JA大谷支店駐車場P 原市白山公園

生活環境課　 775−6940・ 775−9872

犬の登録と狂犬病予防注射
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市
と
市
内
の
獣
医
師
が
協
定
を
締
結

し
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
・
去
勢

手
術
を
無
料
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
手
術
を
受
け
ら
れ
る
の
は
次
の
①

～
④
の
全
て
に
該
当
す
る
場
合
で
す
。
①

市
内
に
生
息
し
て
い
る
飼
い
主
の
い
な
い

猫
で
あ
る
こ
と
を
、
第
三
者
か
ら
確
認
が

取
れ
る
②
申
請
者
が
市
内
に
住
所
を
有
し

て
い
る
③
該
当
す
る
猫
を
捕
獲
し
市
に
搬

入
で
き
る
④
手
術
後
は
終
生
飼
養
で
き
る

者
に
引
き
渡
す
か
、
元
の
場
所
で
餌
や
り

な
ど
を
継
続
す
る
場
合
は
、
近
隣
へ
の
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る　
※
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

　
地
域
で
高
齢
者
の
支
え
合
い
の
取
り
組

み
を
始
め
る
団
体
を
対
象
に
、補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

を
立
ち
上
げ
し
よ
う
と
し
て
い
る
団
体
な

ど（
２
団
体
ま
で
採
択
予
定
）①
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス（
家
事
援
助
や
外
出
支
援
な
ど
）

②
サ
ロ
ン
活
動（
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
健

とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」
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臨
床
発
達
心
理
士
が
、悩
み
を
抱
え
た

若
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。事
前
予
約
が
必
要
で
す
。　

康
づ
く
り
）③
認
知
症
カ
フ
ェ（
認
知
症
の

人
や
そ
の
家
族
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、地
域
住

民
な
ど
が
気
軽
に
話
が
で
き
る
場
所
）【
補

助
金
額
】1
団
体
当
た
り
上
限
30
万
円
ま
で　

4
月
1
日
㈮
～
5
月
6
日
㈮
に
事
業
提

案
書（
団
体
概
要
、事
業
計
画
、事
業
予
算

な
ど
）を
用
意
し
て
直
接
、高
齢
介
護
課
へ

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
世
帯

を
対
象
に
、
水
道
料
金
の
基
本
料
金
・
下

水
道
使
用
料
の
基
本
使
用
料
を
減
免
し
ま

す
。　

市
内
に
在
住
で
、
上
尾
市
の
水

道
・
公
共
下
水
道
を
使
用
し
て
い
て
、
次

の
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
①
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
②
同
一
世

帯
に
同
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
が
い
る　

申
請
書（
業
務
課
に
あ
る
。市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写

し
を
添
付
し
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
業

務
課（
〒
362−0
０
１
３
上
尾
村
１
１
５
７
）

へ　
※
申
し
込
み
は
毎
月
15
日
ま
で
で
す
。

審
査
後
、
翌
月
の
使
用
分
か
ら
減
免
し
ま

す
。
な
お
、
市
内
転
居
な
ど
に
よ
り
児
童

扶
養
手
当
証
書
の
再
交
付
を
受
け
た
場
合

は
、改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

㈷
・
年
末
年
始
を
除
く
毎
週
㈫
㈮
10
～
16

時（
12
～
13
時
を
除
く
）　

市
役
所
５
階

相
談
室　

ひ
き
こ
も
り
、ニ
ー
ト
、不
登

校
な
ど
に
関
す
る
相
談　

市
内
に
在
住

の
お
お
む
ね
15
～
30
歳
代
の
人
と
そ
の
家

族（
１
人
50
分
程
度)　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
、メ
ー
ル（

s172100@
city.ageo.

lg.jp

）で
子
ど
も
・
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー
へ　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
・

去
勢
手
術
を
無
料
で
行
い
ま
す

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

推
進
事
業
運
営
補
助
金
を
交
付

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の

減
免

子
ど
も
・
若
者
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

生
活
環
境
課
　

7
7
5−

6
9
4
0

7
7
5−

9
8
7
2
　

業
務
課
　

7
7
5−
5
1
6
1

　

7
7
5−

9
0
4
1

子
ど
も
・
若
者
相
談
　

7
8
3−

4
9
6
4

セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　

7
7
4−

5
3
4
2

　平成29年成人式は上尾市文化センターが改修工事のため、上尾市民体育館で開催
します。　 平成29年1月8日㈰第1回／10時～11時10分（主にJR高崎線西側に在住の
人〈太平中、大石中、西中、大石南中、南中、大谷中の学校区〉）　第2回／13時～14時
10分(主にJR高崎線東側在住の人〈上尾中、原市中、上平中、東中、瓦葺中の学校区〉）　
上尾市民体育館アリーナ　 平成8年4月2日～9年4月1日生まれの人で、市内に在
住している人　※12月上旬(予定)に案内状を郵送します。市外に在住で上尾市成人式
に参加希望の人は、生涯学習課まで連絡してください。特別支援学校に通っていた人
の席も用意しています。
●新成人代表スタッフの募集
　成人式を迎える人で、式典の企画や当日の司会などに協力できるスタッフを募集し
ます。　 5月13日㈮までに直接または電話で生涯学習課へ

生涯学習課　　
775−9490・ 776−2250

成 人 式
平成29年上尾市

富士見小
西中

鴨
川

線
崎
高
Ｒ
Ｊ

駅
尾
上

上尾市民体育館

口
西

上尾市民
体育館

↑
桶
川

大
宮
↓

自動車販売店

高
齢
介
護
課
　

7
7
5−

6
4
7
3

　

7
7
6−

8
8
7
2
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分野 講座名 担当部署名 電話・ファクス

ま
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
市
民
社
会

総合計画
行政経営課 775−3963

776−8873地方創生総合戦略

公共施設マネジメント 施設課 775−9409
775−9819

多文化共生のすすめ 市民協働推進課 775−4539
775−9819

男女共同参画 人権男女共同参画課
(男女共同参画担当)

778−5111
778−5112DVとは

人権と向き合うために 人権男女共同参画課
(人権推進担当)

775−5117
778−5112

福
祉
・
健
康

地域福祉の推進 福祉総務課 775−5118
776−8872

上尾市の障害福祉サービス
障害福祉課 775−5122

776−8872障害者差別解消法

生活保護とは 生活支援課 775−5119
776−8872

児童虐待防止啓発研修 子ども・若者相談セ
ンター

783−4964
774−5342

上尾市の子ども・子育
て支援 子ども支援課 775−5120

774−5342
介護予防 高齢介護課

(高齢者支援
〈介護予防〉担当)

775−4190
776−8872高齢者虐待防止啓発研修

成年後見制度

介護保険制度 高齢介護課
(管理給付適正担当)

775−6473
776−8872

高齢者サービスの
あらまし

高齢介護課
(高齢者支援担当)

775−5124
776−8872

健康長寿サポーター養
成講習

健康増進課
(西保健センター)

774−1411
776−7355

健診・検診を受けまし
ょう
健診結果はいかがでしたか
認知症予防と生活習慣
健康の基本は食事から
大人のこころの健康づ
くり
大人の熱中症予防
大人の口の健康
糖尿病予防

子どもの健康 健康増進課
(東保健センター)

774−1414
774−8188

分野 講座名 担当部署名 電話・ファクス

暮
ら
し

はじめようエコライフ

環境政策課 775−6925
775−9872

上尾市の環境基本計画
ごみの減らし方・リサイ
クル
西貝塚環境センターの
仕組み(施設の見学会) 西貝塚環境センター 781−9141

781−9166

消費生活に関する講座 消費生活センター 775−0800
776−4600

中小企業を応援します

商工課 777−4441
775−5024

上尾市産業振興

農商工観ポータルサイ
ト｢あげポタ」

上尾の観光について 商工課(観光協会)

あげおの農産物 農政課 775−7384
775−9872

健全な青少年育成を
目指して 青少年課 776−2488

776−2117

選挙の豆知識 選挙管理委員会事務局 775−9689
775−9819

保
険
・
年
金
・
税

国民健康保険
(期間限定8～2月)

保険年金課
(国民健康保険担当)

775−5136
775−9827

国民年金加入から
受給まで

保険年金課
(国民年金担当)

775−5137
775−9827

後期高齢者医療制度 保険年金課
(高齢者医療担当)

775−5125
775−9827

住民税の仕組み
(期間限定7～9月) 市民税課 775−5131

775−9846
資産税の仕組み
(期間限定7～9月) 資産税課 775−5133

775−9846

都
市
・
緑
・
水

みんなで進める
街づくり 都市計画課 775−7629

775−9906

知っておきたい建築知識
建築安全課 775−8490

775−9906木造住宅の耐震診断と耐
震改修

市の緑と公園 みどり公園課 775−8129
775−9906

公共下水道の仕組み 下水道施設課 775−9372
772−9050

水道水ができるまで 経営総務課 775−5160
775−9041

　市民の皆さんが学習を希望するテーマについて、市職
員が各担当分野の仕事の説明や、専門的知識などを分か
りやすく説明します。　※苦情や要望を申し入れる場で
はなく、知識・技術の習得など学習の場として利用して
ください。　 市内に在住・在勤・在学する10人以上の
組織・グループ　【派遣時間】原則として、㈪～㈮10～20
時のうち、おおむね1時間程度　※㈯㈰㈷に開催希望の
場合は担当部署と相談してください。業務の都合により
ご希望に添えない場合があります。　 無料(会場使用

料・材料費は自己負担)　※会場はグループで確保し、原
則として公民館、地域集会所などの公共施設を利用して
ください。　 担当部署に事前に電話で問い合わせの上、
所定の申込書(生涯学習課、各支所・出張所・公民館にあ
る。市ホームページからダウンロードも可)に必要事項を
記入して、派遣希望日の2週間前までに直接、担当部署へ　
※派遣の可否・詳細などは担当部署から連絡します。下
表に載っていない内容については、担当部署または生涯
学習課に問い合わせてください。

ご利用ください　あげお市政出前講座
生涯学習課　 775−9490・ 776−2250
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とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

分野 講座名 担当部署名 電話・ファクス

救
命
・
消
防

応急手当

上尾 東消防署 775−1310
770−1902

原市 原市分署 722−5225
720−1119

上平 上平分署 775−0119
770−1901

大石 西消防署 725−2624
780−1190

大谷 大谷分署 726−2771
780−1191

平方 平方分署 782−0911
782−0922

火災から身を守る 消防本部予防課 775−1314
775−2230

議
会

市議会の仕組みと役割
(期間限定7・8月) 議会事務局議事調査課 775−9467

776−2230

分野 講座名 担当部署名 電話・ファクス

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

上尾市の生涯学習 生涯学習課
(生涯学習・公民館・
人権教育担当)

775−9490
776−2250人にやさしくなれる

人権講座

上尾の遺跡

生涯学習課
(文化・文化財担当)　

775−9496
776−2250上尾の指定・登録文化財

上尾の歴史

上尾市民の読書推進に
関する施策について 図書館 773−8521

776−7330

スポーツに参加しません
か スポーツ振興課 781−8112

776−2250

学
校
給
食

小学校給食について 学校保健課 775−9683
775−5633

中学校給食について 中学校給食共同調理
場

777−1552
777−1553

埼玉県都市計画課　 830−5337

平成28年7月
採用予定市職員
を募集

新しいバスサービス

【第一次試験日】平成28年4月23日㈯　※試験時間と
会場は､ 申込時にお知らせします。なお第二次試験
は、第一次試験合格者を対象に実施します。

【試験内容】公務員として必要な知識について、活字
印刷文による教養試験・作文試験・性格適性検査、
専門試験(土木だけ) 

【申し込み方法】申込書に証明書用写真(縦4×横3
㌢)2枚を貼り付けて、4月8日㈮・11日㈪の9～16時に
申し込んでください。　※申込書(受験案内)は職員
課(市役所4階)、各支所・出張所、図書館本館にあり
ます(市ホームページからダウンロードも可)。受験
資格（採用職種により条件が異なる）や、申込受付場
所など詳しくは、市ホームページまたは受験案内を
ご覧ください。

●職種と採用予定人数　埼玉県による新しいバス案内サービス｢よんd
で

e
バスA

エアー

ir｣が4月下旬より利用できるようになります。
GPS機能を搭載したスマートフォンなどで「よん
deバスAir」のホームページにアクセスするだけで、
最寄りのバス停のバス運行情報などが分かるサー
ビスです。詳しくは県のホームページ( https://
www.pref.saitama.lg.jp/a1102/dearukimachi/
yon-de-bus-air.html)をご覧ください。　

【市内対象路線】市内循環バス“ぐるっとくん”

主要なバス停留所に貼られている
｢よんdeバスAir｣のステッカー

職　種 採用予定人数

一般事務(身体障害者) 3人

土　木 5人

｢よんd
で

eバスＡ
エ ア ー

ｉｒ｣を
ご利用ください

職員課　 775−5112・ 775−9819
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待ま
ち｣

と
い
う
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
道
教
の
教
え
の
一
つ
で
、庚

申
待
を
行
う
組
織
を｢

庚こ
う
し
ん
こ
う

申
講｣

と

言
い
、
庚
申
講
を
3
年
18
回
続
け

た
記
念
に
建
て
ら
れ
た
の
が「
庚

申
塔
」で
す
。｢

申｣

は
干
支
で「
猿

｣

に
例
え
ら
れ
る
事
か
ら
、庚
申
塔

に
は
三
猿
を
彫
り
、
村
の
名
前
や

庚
申
講
員
の
氏
名
を
記
し
た
も
の

が
多
く
存
在
し
ま
す
。
上
尾
市
内

で
は
143
も
の
庚
申
塔
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は「
あ
げ
お
ア
ッ
ピ
ー
ガ

イ
ド
の
会
」の
皆
さ
ん
が
、
新
た
に

「
庚
申
塔
を
巡
る
観
光
コ
ー
ス
」を

作
る
た
め
の
研
修
に
同
行
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
の
会

は
平
成
23
年
１
月
に
設
立
さ
れ
、

上
尾
市
内
外
の
お
客
様
か
ら
の
要

望
に
応
じ
て
、
市
内
の
観
光
コ
ー

ス（
ス
ポ
ッ
ト
）を
案
内
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
無
料
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
上
町
の
庚
申
塔
か
ら

始
ま
り
西
口
の
谷
津
観
音
ま
で
、

江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
庚
申
塔
22

基
を
巡
り
ま
し
た
。
１
基
１
基
、

こ
の
庚
申
塔
は
い
つ
ご
ろ
の
も
の

だ
と
か
、
青し

ょ
う

面め
ん

金こ
ん
ご
う剛

が
手
に
持
っ

て
い
る
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
な

ど
、
熱
心
に
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

中
に
は
女
性
だ
け
で
寄
進
さ
れ
た

庚
申
塔
も
あ
り
、｢

ど
の
よ
う
な
経

緯
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う｣

と
そ
の
時

代
に
思
い
を
は
せ
た
り
、
ま
た
こ

こ
は
か
つ
て
旧
鎌
倉
街
道
や
川
越

道
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
り
、
た
っ
ぷ
り
と
歴
史

を
楽
し
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん
そ
れ

ぞ
れ
ご
自
身
で
地
元
の
人
に
話
を

聞
い
た
り
、
調
査
し
た
り
し
て
情

報
を
収
集
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
庚
申
塔
コ
ー
ス
は
南
北
２
コ
ー

ス
に
分
け
、
平
成
28
年
度
に
ス

タ
ー
ト
予
定
で
す
。
申
年
の
こ
と

し
は
、「
あ
げ
お
ア
ッ
ピ
ー
ガ
イ
ド

の
会
」の
皆
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
上
尾

の
三
猿
に
会
い
に
出
掛
け
て
み
ま

せ
ん
か
？

　
「
見
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
、
言
わ
ざ

る
」で
有
名
な
日
光
東
照
宮
の
三

猿
。
そ
の
三
猿
が
、
上
尾
市
内
の

「
庚こ

う
し
ん
と
う

申
塔｣

の
中
に
、
た
く
さ
ん
存

在
し
て
い
る
事
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。

　
そ
の
昔
、
人
間
の
体
に
は
三さ

ん

尸し

と
い
う
虫
が
住
み
、
庚か

の
え

申さ
る

の
日
の

夜
に
人
の
睡
眠
中
に
そ
の
人
の
悪

事
を
天
帝
に
報
告
に
行
き
、
寿
命

を
減
ら
す
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
三
尸
が
活
動
す
る

と
さ
れ
る
庚
申
の
日
の
夜
は
眠
っ

て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
人
々
が

集
ま
っ
て
徹
夜
で
過
ご
す｢

庚こ
う
し
ん申

庚申塔の｢三猿｣を熱心に見入るガイドの
会の皆さん

※｢あげおアッピーガイドの会｣について詳しくはホームページ（ http://appieguide.webcrow.jp/)をご覧いただくか電話（ 775−5917）で問い合わせてください。

庚こ
う
し
ん
と
う

申
塔
を
訪
ね
て

■フォトクラブ“たちばな”第16回写真展　4
月2日㈯～11日㈪9：00～17：00（11日は16：
00まで）、上尾市自然学習館　 　木村
726−1028　 花と光のファンタジー
をテーマに自然の花を美しく撮影。
■第3回全日本写真連盟SKP支部写真展　4
月5日㈫～10日㈰10：00～18：00（最終日は
16:00まで）、さいたま市プラザノースギャラ
リー　 　杉本 775−6043（20：00まで）　

癒やされる写真や楽しい写真をぜ
ひご覧下さい。
■上尾市日本舞踊連盟ワークショップ　4月
16日㈯～6月4日㈯の毎週㈯13：30～15：00（全
8回）、谷津公民館　 3,000円　 4月14日㈭
までに電話で　清水 774−5416（11：00ま

で）　 「南国土佐を後にして」を大正
琴に合わせ踊りませんか。
■第21回桃の花コンサート　4月17日㈰13：
30～16：00、上尾市コミュニティセンター　　
300人　 1,500円　 直接電話で　北原
773−4410（16：00以降）　 ピアノ、

バイオリン、マリンバ、歌を楽しみませんか。
■楽しく詩う「詩吟講座」　4月18日㈪10：00～
12：00、上尾市文化センター　 　宮沢
771−1915　 上平公民館で活動し
ています。体験は無料です。
■伝統文化上尾いけばなこども教室　4月
23日～平成29年2月25日（8月を除く）原則第4
㈯10：00～11：00(全10回)、谷津公民館　
18人　 6歳児～中学生　 1回1,400円（花代
含む）前期・後期に分け前納　 4月16日㈯ま
でに電話で　奥山 775−5622　
生け花を学び、季節の花に触れ、豊かな心を育
みます。
■大人の英会話・韓国語入門講座　4月26日
〜6月21日までの毎週㈫（5月3日を除く）13：30
～16：00または18：00～20：30（全8回）、上尾市
文化センター　 各15人（先着順）　 5,000
円　 4月25日㈪までに電話で　前田 090

−6489−2803（10：00以降）　 日常
会話、旅行会話を外国人講師と楽しく学び
ます。

●マハロウクレレクラブ　毎月2回㈯10：00～
12：00、大石公民館　 月額2,000円　鈴木
771−8973（19：00以降）　 楽しくウク
レレを弾こう！初心者・ギター経験者大歓迎。
●虹の会歌謡教室　毎月3回㈭13：00～16：
00、イコス上尾　 月額2,000円（入会金1,000
円）　新野 777−5988　 初心者歓
迎。見学は自由です。楽しく歌ってみません
か。
●山びこ会（山登りの会）　毎月第2㈫19：
00～21：00、上尾市コミュニティセンター　
山が好きな人　 年額4,000円（月例山

さん

行
こう

代金5,000円）　大竹 725−5958（20：00まで）　
月1回の日帰り山行、年2回の宿泊

山行。待ってます！
●フレッシュ・ヨガ　毎月2回㈫10：00～12：
00、上尾公民館　 月額2,000円　藤牧 775
−6650（19：00〜20：30）　 体を動かし
て心身共にリフレッシュ、始めてみませんか。

おいでください

いきいきサークル　会員・団員募集

上
尾
地
区

今い
ま

泉い
ず
み 

久ひ
さ

美み

さ
ん
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「クイズ アッピーを探そう！」（２ページ参照）で寄せられた『広報
あげお』への感想・意見を紹介します。今月は3月号です。

※内容は一部要約しています。

●�『広報あげお』を楽しみにしています。春は桜の季節、市内
には桜のスポットがたくさんあるのが魅力的です。自転車
に乗って出かけてみようと思います。（30代女性）
●�自転車で行こう!上尾桜めぐりを見て、上尾に桜スポットが
たくさんある事を知りました。私も桜が好きです。桜めぐ
りを参考に、暖かくなったら、ぜひ桜を見に出掛けたいで
す。（50代女性）

●�この頃犬の散歩を良く見かけます。私も以前は犬を飼って
いて、よく近所の公園まで散歩に連れていきました。（70代
女性）
●�犬の好きな方々が飼うのは良いと思いますが、マナーを守っ
ていただきたいと思います。（80代男性）

　｢

チ
キ
チ
キ
チ
キ｣
と
い
う
心
地
よ
い
鉦か

ね

の

音
と｢

ド
ン
ド
ン
ド
ン｣
と
い
う
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
太
鼓
と
と
も
に
、
奇
抜
な
衣
装
で
街
を
練

り
歩
く
チ
ン
ド
ン
屋
。
そ
ん
な
郷
愁
を
覚
え

る
光
景
が
日
常
的
に
街
で
見
か
け
ら
れ
た
時

代
に
、
古
沢
さ
ん
は
幼
少
期
を
東
京
や
上
尾

で
過
ご
し
ま
し
た
。

　
古
沢
さ
ん
は
大
学
を
卒
業
後
、
名
古
屋
の

航
空
会
社
な
ど
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、

40
歳
を
過
ぎ
て
柔
道
整
復
師
を
志
し
、
現
在

上
尾
市
で
接
骨
院
を
開
業
し
て
い
ま
す
。

　
昔
か
ら
楽
器
に
興
味
が
あ
り
、
学
生
時
代

は
バ
ン
ド
を
組
ん
で
ギ
タ
ー
を
弾
き
、
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
は
三さ

ん

線し
ん（
蛇
の
皮
を
使
用
し

た
、
三
味
線
の
起
源
の
楽
器
）を
た
し
な
む
ほ

ど
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
チ
ン
ド
ン
と
の
出
会
い
は
、
名
古
屋
在
住

時
に
、
居
酒
屋
ラ
イ
ブ
で
同
じ
ス
テ
ー
ジ
に

立
っ
た
チ
ン
ド
ン
グ
ル
ー
プ
と
意
気
投
合
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
す
ぐ
に
仲
間
に

入
り
、お
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
上
尾
に
住

ま
い
を
移
す
と
、
ま

ず
高
崎
チ
ン
ド
ン

倶
楽
部
に
加
入
し
、
約
３
年
前
に
は
上
尾
チ

ン
ド
ン
倶
楽
部
を
結
成
し
ま
す
。
知
り
合
い

な
ど
か
ら
徐
々
に
メ
ン
バ
ー
を
募
り
、
今
で

は
12
人
の
大
所
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　｢

三
度
の
飯
よ
り
チ
ン
ド
ン｣

と
古
沢
さ
ん
。

｢

年
間
40
カ
所
以
上
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
参
加
し
ま
す
が
、
週
末
が
楽
し
み
で

し
ょ
う
が
な
い｣

と
笑
顔
で
話
し
、
寝
言
で
も

｢

チ
キ
チ
キ
チ
キ｣

と
鉦
の
音
を
鳴
ら
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　｢

や
は
り
チ
ン
ド
ン
の
醍
醐
味
は
み
ん
な
の

笑
顔
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
慰
問
に
行
く
と
、
お
年

寄
り
の
笑
顔
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
て
、
こ

ち
ら
も
元
気
を
も
ら
え
る｣

と
話
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
10
月
に
は
愛
知
県
の「
萩
原
チ

ン
ド
ン
ま
つ
り｣
と
い
う
全
国
大
会
で
見
事
入

賞
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
全
国
の
大
会
に

出
場
す
る
と
き
は
必
ず｢
埼
玉
県
上
尾
市
か

ら
来
ま
し
た
上
尾
チ
ン
ド
ン
倶
楽
部
で
す｣

と

自
己
紹
介
し
、
知
名
度
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。｢

終つ
い

の
棲す

み

家か

と
し
て
選
ん
だ

上
尾
に
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、チ
ン
ド
ン
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
80

歳
位
ま
で
や
り
た
い｣

と
満
面
の
笑
み
で
語
る

古
沢
さ
ん
。チ
ン
ド
ン
の
和
は
さ
ら
に
広
が
っ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

春です。皆さんも自転車などで心
地よい風に吹かれながら、上尾の
桜を見に出掛けてみませんか。

気持ちよくペットとの暮らしを
楽しむためには、飼い主としての
最低限のマナーが必要ですね。

『広報あげお』は、読者の皆さんの感想を参考にし、より良い誌面作り
を目指しています。これからも皆さんの感想をお寄せください。

　 

古ふ
る
さ
わ沢 

真ま

さ

弘ひ

ろ

さ
ん

（
二
ツ
宮
在
住
）

チンドンの全国大会で入賞

三度の飯よりチンドン

今月のイチ面　目指せ！満点飼い主特集　自転車で行こう！　上尾桜めぐり

笑顔を呼び寄せるチンドン
の様子



毎
日
み
ん
な
に
い
じ
ら
れ
て
、
泣
い
た

り
笑
っ
た
り
♡
ね
ー
ね
＆
に
ー
に
に
、

も
ま
れ
て
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
♪

い
つ
も
み
ん
な
を
幸
せ
な
気
持
ち

に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡
こ

れ
か
ら
も
は
な
ス
マ
イ
ル
で
ね
！

小
さ
く
産
ま
れ
た
の
に
、
こ
ん
な

元
気
に
成
長
し
て
く
れ
て
ほ
ん
と

う
れ
し
い
よ
。
こ
れ
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
笑
顔
を
見
せ
て
ね
♪

と
っ
て
も
気
が
利
く
み
な
み
ち
ゃ
ん
。

い
つ
も
皆
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
！

田
た

村
む ら

 羽
は な

夏ちゃん
H27.8.7生（7カ月）

瓦 

葺細
ほ そ

田
だ

 彩
あ や

加
か

ちゃん
H27.3.2生（1歳）

春 

日

小
お だ

田切
ぎ り

 みなみちゃん
H26.4.21.生（1歳）

小
敷
谷

権
ご ん

田
だ

 陸
り く

くん
H27.1.26生（1歳）

瓦 

葺

申
し
込
み

16

42　

みそだれ焼肉 132㌔㌍

●作り方
①�	5～7の調味料を合わせ、豚肉を漬け込む(焼く1時間前に漬け込む）。

②�	11～15の調味料を合わせる。
③	16・17で水溶きでん粉を作る。

④	�フライパンで炒め油を熱し、ニンニク・根ショウガを炒め香りを付け、

①の豚肉を入れて炒める。
⑤	豚肉に火が通ったら、ニンジン・玉ネギの順に炒める。

⑥	②の合わせた調味料で調味し、ニラを加え、一煮立ちさせる。

⑦	�③の水溶きでん粉を加え、とろみをつける。

●材料1人分 　	 分量（㌘）
１	炒め油……………………… 1.5
２	ニンニク… ……………… 0.2

３	根ショウガ… …………… 0.3
４	�豚もも肉（5×5㌢に切る）… … 60
５	酒… ……………………… 1.0
６	こしょう……………………0.01
７	しょうゆ… ……………… 0.5
８	ニンジン(千切り)…………… 12

９	玉ネギ(スライス)…………… 40
10	ニラ(2㌢に切る)… …………… 5
11	しょうゆ… ………………… 1
12	みりん… …………………… 1
13	砂糖… ……………………… 2
14	みそ… ……………………… 4
15	トウバンジャン… ……… 0.1
16	でんぷん… ……………… 0.5
17	水… ………………………… 1

学校保健課　 775-9683・ 775-5633

（1）取り組みの目的
①栽培活動を通して、自然に親しみ、収穫の喜びを味わい、豊かな心の育成を図る。

②保護者や地域の方々と連携を図りながら自然体験活動を展開することで、交流を深め、児童の感謝の気持ちを育てる。

（2）取り組みの内容 ③総合的な学習の時間「お米ワール
ド」

　5年生では、地域の方の協力に

より、田植え・田の草取り・稲刈

りの体験を行っています。この

体験を通して、農家の人々の苦

労や、自然の恩恵、勤労への感謝

の気持ちを持つことができまし

た。また、米を無駄にしないとい

う意識が一層高まりました。

④原市沼の古代ハスの栽培
　地域の方から、上尾市の原

市沼の古代ハスをいただき、
学校の観察池で育ててきまし
た。なかなか茎が伸びてきま
せんでしたが、一昨年の8月に
は、美しい花を咲かせました。
今後もハスを大切に保存し、
栽培を続けていく予定です。

①グリーンカーテン（ゴーヤ）の栽
培

　北校舎いっぱいに広がるグ

リーンカーテンを栽培していま

す。児童達が日々の水やりを行

います。ゴーヤは7〜9月にかけ

て実がたくさん採れ、給食の時

間に提供し、レシピの紹介もし

ています。毎年違うレシピで、

保護者からも好評です。

②学校ファームでの栽培活動

　学校ファームでは、学年に
応じて、ジャガイモ、サツマイ
モ、豆類、ダイコンなどの栽培
を行っています。収穫時には、
近隣の幼稚園・保育所の園児
を招待して収穫をしています。
また収穫物は給食でも活用し
てます。

　上尾市の小学校では、自然や環境問題に対する興

味・関心を高め、必要な知識・技術などを学ぶため

に環境教育に取り組んでいます。その中で、今回は

｢第15回さいたま環境賞｣と｢第13回あげお環境賞｣

を受賞した上平小学校の取り組みについて紹介しま

す。

身近な自然環境を
生かした環境教育

～上平小学校の取り組み～

※
次
回
は
、大
石
南
小
学
校
を
ご
紹
介
し
ま
す
。お
楽
し
み
に
！

ゴーヤの収穫

ジャガイモの収穫に大喜び
古代ハスの栽培

※分量は、給食（大量調理）で作る量です。家庭で調理する際は、食材、調

味料などの分量は適宜調整してください。

市内に在住の未就学児の写真（画像データ可）に、氏名（ふりがな）、性別、

生年月日、保護者の一言、住所、電話番号を添えて、郵便（〒362−8501本町

3−1−1）またはメール（s55000@city.ageo.lg.jp）で広報広聴課へ

※掲載は1人1回限り。写真は返却しません。

田植えの様子
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●本館
【開館時間】 9:00〜19:00	
【今月の休館日】�	�4・11・18・25日の毎週月曜日
	 　
インターネット・携帯で        

●�分館・公民館図書室の休館日・開館時間はWebサイト
を参考にしてください。

展示「春を呼ぶ鳥たち」

■ 	�上尾市子どもの読書活動推進事業補助金

■子ども映画会

■	『しょうぼうじどうしゃ じぷた』は上尾の消防車だった！
	 �～『こどものとも』が送り続けるメッセージとは～

■	みんなあつまれ！	「タケはすくすくのびる！それは本の中だけ？」

　地域児童文庫や、地域で子どもの読書活動を行なっている団体に補助金を交付します。　【対象活動】①児童文庫の運
営②図書館、公民館その他の公共的な施設で行われる、地域の子ども、保護者などが対象のおはなし会など③その他、子
どもの読書活動を推進する事業として市長が認めるもの　【対象経費】①児童文庫での貸し出しや閲覧用の児童書などの
購入費 ②・③消耗品費、印刷製本費、通信運搬費、保険料、部屋などの使用料、その他市長が認める経費　 交付申請書
（図書館本館または子どもの読書活動支援センターにある）に必要事項を記入して、5月27日㈮までに直接、図書館本館へ

4月17日㈰10:30～11:30　 『フィリックス』　『バラの花
とジョー』　『りゅうの目のなみだ』　 小学生以下の子ども
と保護者　 60人（先着順）

上尾市図書館　 上町1−7−1　 773−8521・ 776−7330

子どもの読書活動支援センター　【開館時間】10：00〜16：30
柏座4−3−8富士見小学校内　 ・ 773−3711

1
2
3
4

5

『あの日』　小保方 晴子/著　双葉社
『天才』　石原 慎太郎/著　幻冬舎
『坂の途中の家』　角田 光代/著　朝日新聞出版
『幹事のアッコちゃん』　柚木 麻子/著　双葉社
『ガラパゴス』上・下巻(Galapagosization)

相場 英雄/著　小学館

平成28年2月

※
次
回
は
、大
石
南
小
学
校
を
ご
紹
介
し
ま
す
。お
楽
し
み
に
！

　子どもに大人気の名作絵本『しょうぼうじどうしゃ じぷた』。そのモデルは、なんと！昔の上尾市消
防団第8分団で活躍したジープ型消防車だったのです。時代を経ても福音館『こどものとも』が守り続
けた編集方針や、子どもたちに伝えていきたいことなどについて、編集者自ら語ります。子育て中の保
護者の皆さんのための、とっておきの講座です。　 4月21日㈭10:00～12:00　 図書館本館　【講師】
中村悠

ゆう

子
こ

さん（福音館書店こどものとも第１編集部）　 保護者・読み聞かせボランティア　 50人
（先着順）　 4月1日㈮から電話（㈯㈰を除く10:00～16:00）で、子どもの読書活動支援センターへ

　｢タケノコが出たと思っていたら、もう竹になっていた｣というお話を聞いたことがありますか。本当にそんなに早く成長するので
しょうか。自然学習館の先生と竹林に行き、本当の｢タケ｣のことをいろいろ教えてもらいます。　 4月17日㈰9:30～12:00　 自
然学習館　 市内に在住の小学生とその保護者　 10組（先着順）　 4月1日㈮から電話（㈯㈰を除く10:00～16:00）で、子ども
の読書活動支援センターへ

4月

図 書・雑 誌 冊数無制限2週間まで
CD・DVD など 3点以内1週間まで

とき　 ところ 内容 対象
定員 持ち物

費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

【図書館・あっぴぃぶっくる共通】
※場所の記載のない催しは本館です。

春の鳶
とび

大きな鰻
うなぎ

咥
くわ

へ飛ぶ　
東
ひがし

出
で

ひろ『桜
さくら

狩
がり

』
　　　(平成16年)所収

　作者は伊勢の人、海辺でこのような光景に出合ったのだろ
うか。上昇気流に乗って舞い上がる鳶一羽。生と死の鮮や
かな対比。見上げれば淡い水色の空が広がる。
　メジロがさえずり、ツバメが帰り、やがて空高くひばりが
鳴き始める。春は鳥たちにとって繁殖と子育ての季節です。
　今月は鳥に関する本を展示しています。

乳幼児・小学生の皆さん、お
はなし会やイベントに参加す
るときは「読書パスポート」「え
ほんのきろく」を持ってきてね！
スタンプを押すよ！

「しょうぼうじどうしゃ じぷた」
福音館書店（こどものとも絵本）
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ま
す
。
市
内
の
Ｊ
Ａ
さ
い
た
ま
で

購
入
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
市

内
販
売
店
か
ら
購
入
す
る
場
合
は

⑴
と
同
様
、
購
入
前
の
申
請
が
必

要
で
す
。　

申
請
書(

環
境
政

策
課
に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可)

に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を

用
意
し
て
、
４
月
１
日
㈮
か
ら
直

接
か
郵
送
で
環
境
政
策
課(

〒
362

−
８
５
０
１
本
町
３

−

１

−

１)

ま
た

は
各
支
所
・
出
張
所
へ(

直
接
、環

境
政
策
課
に
提
出
す
る
場
合
は
、

㈯
㈰
㈷
を
除
く
。ま
た
、各
支
所・

出
張
所
へ
提
出
す
る
場
合
は
㈰
㈷

を
除
く)　

環
境
政
策
課

775

−

６
９
２
５
・
775

−

９
８
７
２

　

発
達
障
害
は
、
自
閉
症
、
ア
ス

ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
そ
の
他
の
広
汎

性
発
達
障
害
、
学
習
障
害
、
注
意

欠
陥
多
動
性
障
害
な
ど
の
脳
機
能

障
害
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
特
性

は
通
常
、
低
年
齢
で
現
れ
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
早
い
時
期

か
ら
周
囲
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
や
、
能
力
を
伸

ば
す
た
め
の
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。　

次
の
①
～
⑤
の
全
て
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
①
既
存
住
宅

で
あ
る(

市
内
に
住
所
が
あ
り
居

住
し
て
い
る)　

※
建
築
中
の
住

宅
や
店
舗
、
事
業
所
は
申
請
で
き

ま
せ
ん
。
②
補
助
金
申
請
時
に
市

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
③
工
事
業

者
が
市
内
の
事
業
者
で
あ
る
④
補

助
対
象
工
事
を
行
う
建
築
物
が
建

築
基
準
法
そ
の
他
の
法
令
に
違
反

し
て
い
な
い
⑤
４
月
１
日
㈮
以
降

に
改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
て
、

平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
ま
で
に
実

績
報
告
書
を
提
出
で
き
る　
※
改

修
工
事
着
工
前
に
申
請
し
、
補
助

金
交
付
決
定
後
に
工
事
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。　
【
補
助
対
象

改
修
工
事
】断
熱
遮
熱
塗
料
で
屋

根
ま
た
は
屋
上
な
ど
を
塗
装
す
る

／
遮
熱
フ
ィ
ル
ム
を
窓
に
貼
る(

８

㎡
以
上)

／
外
窓
交
換
時
に
断
熱

性
能
に
適
合
す
る
ガ
ラ
ス
を
使
用

す
る
、
ま
た
は
内
窓
を
設
置
す
る

／
外
壁
、
屋
根
、
天
井
ま
た
は
床

に
断
熱
材
を
設
置
す
る
／
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
器
具
を
設
置
す
る(

電
球
部

分
だ
け
の
交
換
を
除
く)　
※
工

事
に
要
し
た
費
用
が
10
万
円
以
上

の
場
合
に
限
り
ま
す(

組
み
合
わ
せ

は
可
能
）。　
【
補
助
金
の
交
付
限

度
額
】対
象
工
事
に
要
し
た
費
用

の
10
㌫（
年
度
内
に
一
つ
の
住
宅
に

つ
き
20
万
円
を
限
度
）　

申
請

書（
環
境
政
策
課
に
あ
る
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、必
要

書
類
を
用
意
し
て
、
４
月
１
日
か

ら
直
接
、
環
境
政
策
課
へ（
㈯
㈰

㈷
を
除
く
）　

環
境
政
策
課

775

−

６
９
２
５
・
775

−

９
８
７
２

次
の
①
②
の
全
て
の
条
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
①
市
内
に
住
所

が
あ
り
居
住
し
て
い
る
②
市
内
に

事
業
所
を
有
す
る
販
売
業
者
か
ら

購
入
す
る　
【
補
助
対
象
機
器
】⑴

生
ご
み
減
量
化
機
器(

電
気
式
生

ご
み
処
理
機)

／
２
万
円
を
上
限

に
購
入
費
用
の
２
分
の
１
を
補
助

し
ま
す
。
購
入
前
に
見
積
書
・
製

品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
添
付
の
上
、

申
請
が
必
要
で
す
。　
⑵
生
ご
み

処
理
容
器(

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
・
Ｅ
Ｍ

サ
ポ
ー
ト)

／
４
千
円
を
上
限
に

購
入
費
用
の
２
分
の
１
を
補
助
し

家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器
等

購
入
費
補
助
金

 
 

省
エ
ネ
住
宅
改
修
補
助
金

４
月
２
日
㈯
～
８
日
㈮
は

「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」

楽しく、確かな音楽教育を♪
各クラス生徒募集。　 

トモキヨ音楽院

ピアノ 幼児～大人まで年齢や能力
に応じた個人レッスン

声楽 専門的に学びたい方、楽しく歌いたい
方、発声を学びたい方の個人レッスン

進学 音大や音高に進学希望の方
の個人レッスン

リトミック
トモキヨ音楽院からのコメント
　音楽の楽しみを知ってもらうこと、これがトモキヨ音
楽院の願いです。
　幼児にとって触れる音楽こそ本物の音を…、趣味で楽
しみたい人にはより楽しく…音楽を極めたい人には確か
な音楽教育を…当音楽院にはそれぞれの分野の優秀なス
タッフが揃っています。

日頃の練習成果の発表の場です。その他、クリスマスコ
ンサート・院内コンサートなどを行っています。

 
URL  http://homepage2.nifty.com/tomokiyo/

上尾

広告

ピアノ・声楽・進学
コースは
月4回各7,560円〜
入学金各3,000円〜
維持費3,000円（年2回）

広告

90120−65−0
オ ク ヤ ミ

983

公営斎場 上尾伊奈斎場つつじ苑
でのご葬儀もお任せ下さい。

24時間・365日対応・もしもの時は

水上公園前　葬儀式場

“上尾で16年の実績”家族葬から一般葬まで価格サービスお応えします。
ＪＡさいたま特約式場・上尾商工会議所特約式場

祭壇・葬具一式＝200，000円〜（税抜）

広告屋根板金、屋根・外壁塗装、リフォーム全般

お申し込みは　「低コスト・リフォーム研究会」
0120・924・755

上尾商工会議所会員　上尾営業所 上尾市中妻5－20－12

これを知らないでリフォームすると損する可能性あり！

http://proreform.net/ 20年以上の施工実績
セカンドオピニオンとしてメディアに発信
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●
発
達
障
害
の
特
性
の
例

　
学
校
の
先
生
の
指
示
が
分
か
ら

な
い
／
忘
れ
物
や
落
し
物
が
と
て

も
多
い
／
急
に
予
定
が
変
わ
る
と

不
安
に
な
っ
て
し
ま
う
／
一
度
に

た
く
さ
ん
の
指
示
を
受
け
た
り
、

あ
い
ま
い
な
指
示
を
受
け
た
り
す

る
と
混
乱
し
て
し
ま
う
／
自
分
の

思
い
を
言
葉
で
表
現
す
る
の
が
苦

手
な
ど　

●
相
談
窓
口

　
対
象
者
の
年
齢
に
応
じ
て
市
の

相
談
窓
口
が
変
わ
り
ま
す
。
相
談

内
容
に
応
じ
て
、
他
の
専
門
機
関

な
ど
の
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●｢

サ
ポ
ー
ト
手
帳｣

の
配
布

　
埼
玉
県
で
は
発
達
障
害
の
あ
る

人
に
対
し
て｢

サ
ポ
ー
ト
手
帳｣

を

発
行
し
て
お
り
、
障
害
福
祉
課
で

も
配
布
し
て
い
ま
す
。　

障
害

福
祉
課

775

−５
１
２
２
・
776

−

８
８
７
２

　
４
月
か
ら｢

障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

法
律(

障
害
者
差
別
解
消
法)｣

が

施
行
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、行

政
機
関
や
民
間
企
業
な
ど
に
は
、障

害
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
、｢
不
当

な
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
こ
と｣

の
禁
止
や｢

合
理
的
配
慮｣

が
求
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

｢

不
当
な
差
別
的
取
扱
い｣

と

は
、
障
害
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と

し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
入
店

を
拒
否
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。｢

合

理
的
配
慮｣

と
は
、
車
い
す
の
人

が
乗
り
物
に
乗
る
時
に
手
助
け
す

る
こ
と
や
、
窓
口
で
筆
談
や
読
み

上
げ
を
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。　

障
害
福
祉
課

775

−

５
１
２
２
・
776

−

８
８
７
２

　
中
退
共
と
は
中
小
企
業
が
加
入

し
や
す
い
、
従
業
員
の
た
め
の
国

の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛
金
は
全

額
非
課
税
で
手
数
料
も
掛
か
り
ま

せ
ん
。
社
外
積
立
な
の
で
管
理
も

簡
単
で
す
。
家
族
従
業
員
や
パ
ー

ト
の
人
も
加
入
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小

企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

03

−

６
９
０
７

−

１
２
３
４
・

03

−

５
９
５
５

−

８
２
１
１

　
井
戸
水
を
使
用
し
公
共
下
水
道

に
排
水
し
て
い
る
場
合
は
、
下
水

道
使
用
料
が
発
生
し
ま
す
。
使
用

料
は
利
用
人
数
に
応
じ
て
算
出
し

ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
な
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
業
務
課
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
誕
生
や
死
亡
、

転
出
な
ど
で
利
用
人
数
が
変
わ
っ

た
／
井
戸
水
が
出
な
い
、
濁
っ
て

使
え
な
い
／
井
戸
を
取
り
壊
し
た

／
井
戸
を
新
た
に
使
用
す
る　

業
務
課

775

−５
１
６
１
・
775

−

９
０
４
１

とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

広告

井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
人
は

ご
連
絡
を

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行

中
退
共
の
退
職
金
制
度

1
い ち は や く

89番への連絡は子どもを救う第一歩
　児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。「虐待？」と
思ったら、不確実な場合でも構いませんので、いち早く連絡
をしてください(匿名でも連絡可)。　※秘密は厳守されます。
●児童相談所全国共通ダイヤル　 189
●子ども・若者相談センター　 783−4964・ 774−5342（㈪～㈮８
時30分～17時）
●埼玉県中央児童相談所　 775−4152（㈪～㈮８時30分～18時15分）
●上尾警察署　 773−0110
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必
要)　
【
必
要
書
類
】年
金
手
帳
、

認
印
、
当
該
年
度
有
効
の
学
生
証

ま
た
は
在
学
証
明
書
、
失
業
特
例

を
利
用
す
る
場
合
は
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
な
ど
の
公
的
機
関
の

証
明
書　

保
険
年
金
課

775

−

５
１
３
７
・
775

−

９
８
２
７
、大

宮
年
金
事
務
所

652

−

３
３
９
９

４
月
16
日
㈯
10
～
16
時　

Ｊ

Ｒ
上
尾
駅
自
由
通
路　

行
政
書

士
に
よ
る
相
続
・
遺
言
・
成
年
後

見
・
協
議
離
婚
・
農
地
転
用
・
各

種
許
認
可
申
請
・
会
社
設
立
な
ど

の
相
談　

埼
玉
県
行
政
書
士
会

上
尾
支
部

776

−

３
３
６
７

　
埼
玉
司
法
書
士
会
で
は
、
埼
玉

弁
護
士
会
と
共
催
で
、
賃
貸
住
宅

を
退
去
す
る
際
の
賃
借
人
の
原

状
回
復
費
用
の
負
担
、そ
の
他
の

賃
貸
借
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。　

４

月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
10
～
16
時　

【
相
談
方
法
】電
話
相
談(

872

−

８
０
５
５)　

※
当
日
だ
け
通
話

で
き
ま
す
。　

埼
玉
司
法
書
士

会
事
務
局

863

−

７
８
６
１

４
月
21
日
㈭
13
～
16
時　

市

民
相
談
室(

市
役
所
第
三
別
館
１

階)　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
に
よ

る
、
騒
音
問
題
、
役
員
高
齢
化
対

策
、
管
理
費
滞
納
問
題
、
大
規
模

改
修
、
ペ
ッ
ト
問
題
、
駐
車
場
問

題
、
管
理
規
約
改
正
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
問
題
な
ど
に
関
す
る
相
談　

電
話
で
平
日
10
～
16
時(

12
～

13
時
を
除
く)

に
埼
玉
県
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
士
会(

711

−

９
９
２
５)

へ　

建
築
安
全
課

775

−

８
４

９
０
・
775

−

９
９
０
６

４
月
16
日
㈯
13
～
16
時(

受
付

／
15
時
30
分
ま
で)　

埼
玉
弁

護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー(

さ

い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
４

−

２

−

１

浦
和
高
砂
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
１
階)　

弁
護
士
に
よ
る
遺
言
や
相
続
に

関
す
る
無
料
法
律
相
談　

埼
玉

弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

710

−

５
６
６
６

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
人
の
就
職
を

支
援
す
る
た
め
、
高
卒
認
定
試
験

の
合
格
を
目
指
し
て
対
策
講
座
な

ど
の
受
講
を
す
る
場
合
の
、
受
講

料
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。　

受
講
修
了
時
給
付
金
／
高
卒
認
定

試
験
の
合
格
を
目
指
す
講
座
を
受

講
し
修
了
し
た
場
合
、
経
費
の
20

㌫
相
当
額(

上
限
10
万
円)

を
支

給　
合
格
時
給
付
金
／
受
講
修
了

日
か
ら
２
年
以
内
に
高
卒
認
定
試

験
に
全
科
目
合
格
し
た
場
合
、
経

費
の
40
㌫
相
当
額（
受
講
修
了
時

給
付
金
と
の
合
計
上
限
15
万
円
）

を
支
給　

市
内
に
住
所
が
あ
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
親(

20
歳
未
満

の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る)

ま
た

は
子
で
次
の
①
～
③
の
全
て
に
該

当
す
る
人
①
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
、
ま
た
は
同
様
の

所
得
水
準
で
あ
る
②
今
ま
で
に
大

学
入
学
資
格
を
取
得
し
て
い
な
い

③
適
職
に
就
く
た
め
に
高
卒
認
定

試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る　

受
講
し

た
い
講
座
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
持
っ
て
直
接
、
子
ど
も
支
援
課

へ　
※
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。　

子
ど
も
支
援
課

775

−

５
１
２
０
・
774

−

５
３
４
２

　
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
高
濃
度

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物(

安
定
器
・
汚
染

物)

は
、
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全

事
業
株
式
会
社(

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ)

東

京
事
業
所
が
処
理
先
と
な
り
、
事

前
に
登
録
が
必
要
で
す
。
平
成
28

年
４
～
９
月
に
登
録
す
る
と
、
処

　
平
成
28
年
度
学
生
納
付
特
例
の

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。　

国
民
年
金
加
入
者
で
、
学
校
教
育

法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
修
業
期
限

１
年
以
上
の
過
程
の
学
校(

夜
間
・

定
時
制
・
通
信
課
程
を
含
む)

に

在
学
す
る
、
前
年
所
得
が
118
万
円

以
下
の
人
　【
申
請
対
象
期
間
】申

請
日
の
２
年
１
カ
月
前
か
ら
平
成

29
年
３
月(

年
度
ご
と
に
申
請
が

国
民
年
金
保
険
料
の

学
生
納
付
特
例
制
度

行
政
書
士
無
料
相
談
会

ひ
と
り
親
家
庭
対
象

高
等
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
合
格
支
援
事
業

敷
金（
賃
貸
住
宅
）問
題
に

関
す
る
無
料
電
話
相
談

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
無
料
相
談
会

相
続
問
題
相
談
会

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の

処
理
は
登
録
が
必
要
で
す

東日本大震災により
上尾市に避難している皆さんへ

■アッピーフリーパスの発行
　
　市内循環バス“ぐるっとくん”の無料乗車券と健康プラザわくわくラン
ド無料入場券を合わせた｢アッピーフリーパス｣を発行します。　 青森
県・岩手県・宮城県・福島県・茨城県・栃木県・千葉県から上尾市に避
難してきた人　 申請書(交通防犯課にある)に必要事項を記入し、本人
確認ができる書類(自動車運転免許証、健康保険証など)、利用者の写真
(縦３×横2.4㌢)１枚(本人が窓口へ来る場合はなくても可)を用意して直接、
交通防犯課へ　※すでにこのフリーパスを持っている人は、４月以降も継
続して使用できるため手続き不要です。
■水道料金・下水道使用料の基本料金の減免　

避難のために市内に居所を置く世帯または避難者を受け入れてい
る世帯　 減免申請書(業務課〈上尾村1157〉にある)、り災証明書、
自動車運転免許証など震災時被災地に住んでいたことが分かる書類
を用意して直接、業務課へ　※書類が用意できない場合は問い合わ
せてください。

交通防犯課　 775−5138・ 775−9927

業務課　 775−5161・ 775−9041
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理
料
金
が
３
㌫
割
引
に
な
り
ま

す
。　
【
対
象
機
器
】高
濃
度
Ｐ
Ｃ

Ｂ
含
有
機
器(

安
定
器
・
汚
染
物)　

【
登
録
料
】ド
ラ
ム
缶
１
本
当
た
り

２
千
円　

中
間
貯
蔵
・
環
境

安
全
事
業
㈱

03

−

５
７
６
５

−

１
９
１
７
、
埼
玉
県
産
業
廃
棄
物

指
導
課

830

−

３
１
４
８
、
生
活

環
境
課

775

−

６
９
４
０
・

775

−

９
８
７
２

　
こ
の
時
期
は
、
不
慣
れ
な
交
通

利
用
に
よ
る
事
故
や
、
新
入
学

（
園
）児
な
ど
の
事
故
も
心
配
さ
れ

ま
す
。
家
庭
・
学
校
・
地
域
で
は
、

交
通
ル
ー
ル
や
安
全
な
通
行
方
法

に
つ
い
て
具
体
的
な
言
葉
で
繰
り

返
し
教
え
る
と
と
も
に
、
手
本
に

な
る
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
車
の
運
転
中
や
自
転
車
乗
用

中
は
子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
掛

け
た
ら
目
配
り
し
、
思
い
や
り
の

あ
る
対
応
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。　

４
月
６
日
㈬
～
15
日
㈮　
【
運

動
の
基
本
】子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止　
【
全
国
重
点
】自

転
車
の
安
全
利
用
の
推
進(

特
に
、

自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹

底)

、後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底
、
飲
酒
運
転
の
根
絶　
【
県
重

点
】子
ど
も
と
高
齢
者
の
自
転
車

乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止　
【
市

重
点
】新
入
学（
園
）児
の
交
通
事

故
防
止　

交
通
防
犯
課

775

−

５
１
３
８
・
775

−

９
９
２
７

４
月
27
日
㈬
、
５
月
23
日
㈪
、

６
月
14
日
㈫
、
７
月
14
日
㈭
、
８

月
29
日
㈪
、
９
月
29
日
㈭
13
時
30

分
～
15
時　

上
尾
市
プ
ラ
ザ

22(

７
月
14
日
だ
け
上
尾
公
民
館)　

※
プ
ラ
ザ
22
に
車
で
お
越
し
の
場

合
は
、
上
尾
西
口
大
駐
車
場
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い(

２
時
間
ま
で

無
料)

。
中
止
・
会
場
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。　

市
内
に

在
住
で
家
族
を
介
護
し
て
い
る
人

ま
た
は
介
護
経
験
者　

認
知
症

や
精
神
面
で
心
配
の
あ
る
人
な
ど

を
介
護
す
る
家
族
の
体
験
談
や
悩

み
相
談　

高
齢
介
護
課

775

−

４
１
９
０
・
776

−

８
８
７
２

【
期
間
】４
月
22
日
㈮
～
10
月
28

日
㈮　
【
貸
し
出
し
】１
家
族
１
張

り(

１
回
７
日
間
ま
で)　

市
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人(

団
体

は
除
く)　
【
種
類
】ド
ー
ム
テ
ン
ト

／
６
人
用
３
張
り
、
５
人
用
２
張

り　
フ
ィ
ー
ル
ド
タ
ー
プ
／
13
張

り　

４
月
22
日
㈮
か
ら
直
接
、

青
少
年
課(

上
町
２

−

14

−

19
青
少

年
セ
ン
タ
ー
２
階)

へ　
※
夏
休
み

期
間(

７
月
21
日
㈭
～
８
月
24
日

㈬)

の
受
け
付
け
は
、６
月
１
日
㈬

か
ら
で
す
。　

青
少
年
課

776

−

２
４
８
８
・
776

−

２
１
１
７

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、ス
ポ 

ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

や
地
域
活
動
な
ど
を
行
う
団
体

が
、
活
動
中(

そ
の
往
復
を
含
む) 

の
不
慮
の
事
故
に
備
え
る
保
険

で
す
。　

４
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
ま
た
は
団
体　
【
保
険
期
間
】４

月
１
日
㈮
～
平
成
29
年
３
月
31
日

㈮　
※
４
月
１
日
以
降
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
。　
【
掛
け
金
】800
円
～

１
万
１
千
円　
※
活
動
内
容
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。　
【
補
償
内
容
】

傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・
突

然
死
葬
祭
費
用
保
険　

加
入
依

頼
書(

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、市
役
所

１
階
総
合
案
内
、上
尾
市
民
体
育

館
、
各
支
所
・
出
張
所
に
あ
る)

に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
付
属
の
払

込
取
扱
票
を
使
用
し
て
郵
便
局
で

払
い
込
み
後
、払
込
受
付
証
明
書

を
貼
付
し
て
、郵
送
で(

公
財)

ス
ポ

ー
ツ
安
全
協
会
埼
玉
県
支
部(

〒
362

−

０
０
３
１
東
町
３

−

１
６
７
９
ス

ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
内)

へ　
※

同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

http://
w

w
w

.sportsanzen.org )

か

ら
も
加
入
で
き
ま
す
。　

(

公

財)

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

779

−

９
５
８
０
・
776

−

２
６
０
０　

５
月
の
毎
週
㈪
㈬
㈮
19
～
21
時

(

準
備
と
後
片
付
け
の
時
間
を
含

む)　

学
校
開
放
施
設
利
用
団

体
と
し
て
市
教
育
委
員
会
に
登
録

し
、ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
に
加
入

し
て
い
る
団
体(

責
任
者
が
い
る

10
人
以
上
の
団
体
。
登
録
は
随
時

受
け
付
け)　

１
時
間
に
つ
き

１
、５
０
０
円　

４
月
11
日
㈪

９
時
か
ら
、
学
校
開
放
施
設
利
用

団
体
登
録
証
明
書
、
使
用
料
を
用

意
し
て
直
接
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

へ(

先
着
順)　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

781

−

８
１
１
２
・

776

−

２
２
５

０

2016. 4 No. 985

とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

キ
ャ
ン
プ
用
テ
ン
ト
の

無
料
貸
し
出
し

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

上
尾
市
介
護
家
族
会

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

東
小
学
校
の
夜
間
照
明
付
き

校
庭
の
開
放

イ コ ス 上 尾

●スポーツダンス(社交)教室　
5月12日～7月14日の 毎 週 ㈭18時30分

～(全10回)　 イコス上尾　 10,000円　
55人(応募者多数の場合は抽選)　 往

復はがき(1人1枚)に教室名、住所、氏名(ふ
りがな)、性別、生年月日、電話番号、ダン
ス歴を記入して、4月20日㈬まで(必着)にイ
コス上尾へ

●ゆったり太極拳教室　
5月17日～7月26日(7月19日を除く)の毎

週㈫13時30分～15時(全10回)　 イコス
上尾　 3,500円　 30人(応募者多数の
場合は抽選)　 往復はがき(1人1枚)に教
室名、住所、氏名(ふりがな)、性別、生年月
日、電話番号を記入して、4月30日㈯まで
(必着)にイコス上尾へ

イコス上尾　 772−1611・ 772−1614
（〒362−0011平塚951−2）

スポーツ教室スポーツ教室
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着
順)　

往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
４
月
17
日
㈰
ま
で(

必
着)

に
上
尾
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
の

前
島
則
子(

〒
362

−

０
０
０
１
大
字

上
１
７
０
４

−

１)

へ　

前
島

773

−

０
５
４
６(

19
～
22
時)

４
月
８
日
㈮
８
～
14
時(

予
定)　

※
雨
天
の
場
合
は
12
日
㈫
に
延
期

し
ま
す
。　

平
方
ス
ポ
ー
ツ
広

場　
【
競
技
方
法
】32
ホ
ー
ル(

予

定)　

市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
連
盟
会
員
と
連
盟
加
入
希
望
者　

500
円　
※
連
盟
加
入
希
望
者
は

平
成
28
年
度
年
会
費
１
、５
０
０

円
が
別
途
必
要
で
す
。　

当
日

８
時
ま
で
に
参
加
費
と
年
会
費
を

用
意
し
て
直
接
、
会
場
へ　

上

尾
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
連
盟

の
森
泉

773

−

５
６
１
４

５
月
９
日
～
７
月
11
日
の
毎
週

㈪
９
時
30
分
～
11
時
30
分(
全
10

回)　

文
化
セ
ン
タ
ー　

世

界
の
踊
り
を
基
礎
か
ら
楽
し
む　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
初
心
者　

１
、５
０
０
円　

30
人(

応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選)　

往
復

は
が
き(

１
人
１
枚)

に
教
室
名
、住

所
、氏
名(

ふ
り
が
な)

、年
齢
、性

別
、
電
話
番
号
、
在
勤
の
人
は
勤

務
先
名
を
記
入
し
て
、
４
月
22
日

㈮
ま
で(

必
着)

に
文
化
セ
ン
タ
ー

(

〒
362

−

０
０
１
７
二
ツ
宮
750)

へ　

上
尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー

774

−

２
９
５
１
・
774

−

２
９
５
５

県
高
校
野
球
連
盟
春
季
北
部
地
区

予
選　

４
月
12
日
㈫
～
18
日
㈪　

※
予
備
日
は
19
日
㈫
で
す
。　

県
高
校
野
球
連
盟
春
季
埼
玉
県
大

会
　

４
月
23
日
㈯
～
25
日
㈪
・

29
日
㈷
、５
月
１
日
㈰　
※
予
備

日
は
４
月
26
日
㈫
・
27
日
㈬
・
28

日
㈭
・
30
日
㈯
、５
月
２
日
㈪
で

す
。　

上
平
公
園
管
理
事
務
所

776

−８
９
８
６
・
776

−３
３
２
２

ニ
ア
60
歳
以
上
、
女
子
シ
ニ
ア
55

歳
以
上　
※
１
人
１
種
目
だ
け
参

加
で
き
ま
す
。
前
回
大
会
Ｂ
・
Ｃ

ク
ラ
ス
１・２
位
の
人
は
、前
回
よ

り
上
の
ク
ラ
ス
に
エ
ン
ト
リ
ー
し

て
く
だ
さ
い
。
中
学
生
の
参
加
種

目
は
Ｂ
ラ
ン
ク
以
上
と
し
、
参
加

資
格
は
男
子
は
学
校
総
合
体
育
大

会
ベ
ス
ト
４
以
上
、
女
子
は
ベ
ス

ト
８
以
上
で
す
。　

１
人
800
円

（
中
学
生
500
円
）　
※
当
日
各
団
体

ご
と
に
取
り
ま
と
め
、
当
日
棄
権

者
の
分
も
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。　

郵
送
で
団
体
登
録
者
は
申
込
書

に
強
い
順
に
氏
名
を
記
入
し
、
個

人
登
録
者
は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
分
も

含
め
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

勤
務
先(

学
校
名)

、
種
目
を
記
入

し
て
、
４
月
9
日
㈯
ま
で(
必
着)

に
上
尾
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

の
柘つ
げ

上う
え
し
の
ぶ(

〒
362

−

０
０
６
４

小
敷
谷
77

−

１
西
上
尾
第
二
団
地

２

−

５

−

202)

へ　

柘
上

725

−

５
６
４
６

５
月
10
～
31
日
の
毎
週
㈫
、
６

月
６
日
㈪
９
時
20
分
～
12
時（
全

５
回
）　

上
尾
市
民
体
育
館　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
初
心
者
の

女
性　

２
千
円　

60
人(

先

４
月
24
日
㈰
９
時
30
分
～(

受

付
／
９
時)　

上
尾
市
民
体
育

館　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム　

１
チ
ー
ム
３
千
円　
※
連
盟
登

録
料
５
千
円
が
別
途
必
要
で
す
。　

は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
チ
ー
ム

名
、
代
表
者
の
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
、
選
手
全
員
の
氏
名
・
年

齢
を
記
入
し
て
、
４
月
15
日
㈮
ま

で
に
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
事
務

局
の
泉
田
実(

〒
362

−

０
０
４
７
今

泉
221

−

18)

へ　
※
代
表
者
会
議
を

４
月
19
日
㈫
19
時
か
ら
市
民
体
育

館
で
行
い
ま
す
。　

泉
田

・

781

−

８
１
５
８

５
月
３
日
㈷
９
時
～
16
時
30
分

上
尾
市
民
体
育
館　

市
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学
生
以

上
で
、
平
成
28
年
度
市
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
連
盟
に
登
録
し
て
い
る
人

(

年
会
費
／
団
体
５
千
円
、個
人
千

円
で
当
日
加
入
も
可)　
【
種
目
】

男
女
個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス
Ａ(

上
級

者)

、
Ｂ(

中
級
者)

、
Ｃ(

初
級
者)

、

男
女
シ
ニ
ア
40
歳
以
上
、
男
子
シ

６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

春
季
大
会

上
尾
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室

上
尾
市
民
球
場 

４
月
の
催
し

市民体育館トレーニング室
上尾市民体育館　 781−8111・ 781−8113

　市民体育館トレーニング室は、初心者講習会を受講すれば1回250
円(月会費なし)で気軽に利用できます。専任のト
レーニング指導員から運動プログラムの作成や
指導を受けることができ、運動成果を数値で確認
できる健康サポートシステムも導入しています。
定期的に筋力アップやバランスボールなどの各
種運動教室も行なっていますので、ぜひ健康づく
りに役立ててください。　【利用時間】9～21時　

利用者区分 許可証 初心者講習会 利用料金
新規登録の人 100円 250円

250円旧許可証を持っている人 無料
免除

※旧許可証をお持ちください。
　希望で受講もできます（250円）。

他のスポーツ施設会員 100円 会員証を提示／免除
会員証なし／250円

【初心者講習会】毎日2回①11時～②19時～

※詳しくは問い合わせてください。

トレーニング室
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５
月
17
～
31
日
の
毎
週
㈫
10
～

12
時(
全
３
回)　

瓦
葺
ふ
れ
あ

い
広
場　

市
内
に
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
人　

30
人(

先
着
順)

手
鏡　

４
月
22
日
㈮
ま
で
に

直
接
か
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

環
境
政
策
課
へ　

環
境
政
策
課

775

−

６
９
２
５
・
775

−

９
８
７

２
　
特
別
県
営
上
尾
シ
ラ
コ
バ
ト
住

宅
の
一
部
を
、
民
間
事
業
者
と
建

築
系
大
学
生
が
子
育
て
世
帯
向

け
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
ま
し
た
。
先

着
で
、
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
ま
た
は
夫
婦
と
も
に
40
歳
未
満

の
世
帯　
※
そ
の
他
に
一
定
の
基

準
が
あ
り
ま
す
。　
【
募
集
戸
数
】

5
戸　

月
額
３
万
６
、６
０
０

円
～
３
万
７
、２
０
０
円　
※
申

し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
埼
玉

県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
http://w

w
w
.saijk.or.jp )

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

埼
玉
県

住
宅
供
給
公
社
岩
槻
支
所
794

−

７
１
４
６(

平
日
８
時
30
分
～
17

時
15
分)

　
市
民
や
事
業
者
、
行
政
な
ど
が

協
働
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
の
事
業
を
募
集
し
ま
す
。　

市
民
活
動
団
体
か
ら
提
案(

募

集
要
項
に
記
載
さ
れ
て
い
る
市

が
協
働
し
た
い
と
考
え
る
テ
ー
マ

ま
た
は
市
民
活
動
団
体
か
ら
の

自
由
提
案)
を
募
集
し
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業

を
決
定
す
る
。
決
定
し
た
事
業
に

は
、
30
万
円
を
限
度
に
補
助
金
を

交
付
す
る　

５
人
以
上
で
構
成

さ
れ
、
１
年
以
上
継
続
し
て
市
内

で
活
動
し
て
い
る
団
体
な
ど　

４
月
22
日
㈮
ま
で
に
応
募
用
紙

(

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可)

に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
必
要
書
類
を
用
意
し
て

直
接
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

へ(

㈪
㈷
を
除
く)　
※
詳
し
く
は

４
月
１
日
㈮
か
ら
配
布
す
る
募

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

778

−

１
８
１
０
・
778

−

１
８
２
０

【
勤
務
日
・
時
間
】小
学
校
給
食
実

施
日
の
う
ち
欠
員
が
あ
っ
た
日

(

不
定
期)

／
８
時
30
分
～
16
時
45

分(

休
憩
時
間
45
分
含
む
。１
日
４

時
間
～
７
時
間
30
分
勤
務)　
※

欠
員
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。　

【
勤
務
の
場
所
】登
録
者
の
中
か

ら
勤
務
可
能
な
人
を
１
日
ご
と

に
随
時
指
定(

小
学
校
か
ら
電
話

で
連
絡)　
【
時
給
】890
円(

交
通
費

は
150
円
を
上
限
に
支
給)　

申

請
書(

学
校
保
健
課
に
あ
る
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可)

に
必
要
事
項
を
記
入
し

写
真
を
貼
付
し
て
直
接
、
学
校
保

健
課
へ　
※
登
録
受
け
付
け
は
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。　

学
校
保

健
課

775

−

９
６
８
３
・

775

−

５
６
３
３

　
国
税
局
や
税
務
署
で
働
く
国
税

専
門
官（
国
家
公
務
員
）を
募
集

し
ま
す
。　
【
受
験
資
格
】昭
和
61

年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人
、
も
し
く
は
平
成

７
年
４
月
２
日
以
降
の
生
ま
れ
で

次
に
該
当
す
る
人
①
大
学
を
卒
業

し
た
、も
し
く
は
平
成
29
年
３
月

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

が
あ
る
②
人
事
院
が
①
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る　
【
試
験

の
程
度
】大
学
卒
業
程
度　

イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
４
月
１
日
㈮
９

時
～
13
日
㈬（
当
日
受
信
有
効)

に

申
込
サ
イ
ト（

http://w
w
w
.

jinji-shiken.go.jp/juken.
htm
l

）へ　
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
し
込
み
が
で
き
な
い
場
合
は
４

月
１
～
４
日
㈪
に
直
接
ま
た
は
郵

送（
４
日
消
印
有
効
）で
希
望
の

第
１
次
試
験
地
を
管
轄
す
る
国
税

局
か
沖
縄
国
税
事
務
所
へ　
【
試

験
日
】第
１
次
試
験
／
５
月
29
日

㈰　
第
2
次
試
験
／
7
月
12
日
㈫

〜
20
日
㈬
の
い
ず
れ
か　

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に
つ
い
て

／
人
事
院
人
材
局
試
験
課

03

−

３
５
８
１

−

５
３
１
１
、そ
の
他
／

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係

600

−

３
１
１
１

①
火
曜
教
室（
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
形
式)

４
月
12
日
～
７
月
５
日（
５
月

３
・
10
日
を
除
く)

の
毎
週
㈫
10
時

～
11
時
30
分(

全
11
回)　

上
尾

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
※

保
育
に
つ
い
て
は
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。　

②
水
曜
教
室（
日
本
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
形
式
）　

４
月
13
日
～
７

月
６
日（
５
月
４
日
を
除
く
）の

毎
週
㈬
19
時
～
20
時
30
分（
全
12

回
）　

上
尾
公
民
館　

※
２
・

３
学
期
の
会
場
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
変
わ
る
予
定
で
す
。　

③
基
礎
日
本
語
コ
ー
ス（
日
本
語

教
師
に
よ
る
ク
ラ
ス
形
式
）　

４
月
14
日
～
７
月
14
日（
５
月
５

日
を
除
く)

の
毎
週
㈭
10
時
～
11

時
30
分(

全
13
回)　

上
尾
市
文

化
セ
ン
タ
ー　
※
保
育
に
つ
い
て

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。　
【
教
材

費
】千
円　
【
①
～
③
共
通
】
受

講
料
千
円(

市
国
際
交
流
協
会〈
Ａ

Ｇ
Ａ
〉会
員
は
無
料)　

直
接
か

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル

で
Ａ
Ｇ
Ａ
事
務
局（
市
役
所
第
三

別
館
１
階
、㈪
㈭
㈮
10
～
16
時
）へ　

※
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
Ａ
Ｇ

Ａ
の
会
員
に
な
る
こ
と
が
条
件
で

す（
年
会
費
２
千
円)

。　

Ａ
Ｇ

Ａ
事
務
局

780

−

２
４
６
８
・

775

−

９
８
１
９
・

office@
aga-

w
orld.com

とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

2016. 4 No. 985

顔・身
体
の
ヨ
ガ
教
室

子
育
て
世
帯
の
入
居
者

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

事
業
提
案

小
学
校
臨
時
短
期

給
食
調
理
員
登
録
者

外
国
人
市
民
の「
日
本
語
教
室
」

1
学
期
受
講
生
と
日
本
語
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

国
税
専
門
官
採
用
試
験
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歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
自
身

の
お
も
し
ろ
い
経
験
、
失
敗
談
な

ど
を
詠
ん
だ
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

優
秀
作
品
は
市
の
歯
科
保
健
推
進

の
た
め
に
活
用
し
ま
す
。　

選

定
し
た
作
品
は
、
6
月
5
日
㈰
上

尾
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
る｢

お
口
の
健
康
ま
つ

り｣

に
掲
示
し
、
来
場
者
の
投
票

で
優
秀
作
品
を
決
定
す
る　

市

内
に
在
住
の
人　

応
募
す
る
作

品（
様
式
は
不
問
）に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
俳
号
を
記
入

し
て
、
5
月
9
日
㈪
ま
で（
必
着
）

に
直
接
か
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
西
保
健
セ
ン
タ
ー
（
〒
362

−

０

０
7
４
春
日
２

−

10

−

33
）へ　
※

「
お
口
の
健
康
ま
つ
り
」に
つ
い
て

詳
し
く
は『
広
報
あ
げ
お
』5
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

健
康

増
進
課

774

−

１
４
１
１
・
776

−

７
３
５
５

５
月
14
日
㈯
９
～
12
時　

市
消
防
本
部　

成
人
に
対
す
る

心
肺
蘇
生
法
、
自
動
体
外
式
除
細

動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
使
用
方
法
な
ど　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学（
中

学
生
以
上
）の
人　

20
人(

応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選)　

往

復
は
が
き
に
、講
習
日
、住
所
、氏

名
、年
齢
、性
別
、電
話
番
号
、在

勤
の
人
は
勤
務
先
名
、
在
学
の
人

は
学
校
名
を
記
入
し
て
、
４
月
12

日
㈫
～
５
月
２
日
㈪（
必
着
）に
東

消
防
署
管
理
課（
〒
362

−

０
０
１
３

上
尾
村
537
）へ　

東
消
防
署
管

理
課

775

−

１
３
１
０
・

770
−

１
９
０
２

５
月
14
日
㈯
・
28
日
㈯
、
６
月

11
日
㈯
９
時
30
分
～
12
時
、
６
月

17
日
㈮
・
22
日
㈬
・
30
日
㈭
９
時

30
分
～
15
時
30
分(

全
６
回)　

川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援
学
校

(

川
島
町
伊
草
780)　

講
義
・
介

護
１
日
体
験
な
ど　

特
別
支
援

教
育
、
肢
体
不
自
由
教
育
に
関
心

の
あ
る
人　

５
月
６
日
㈮
ま
で

に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
同
校

へ　

川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支

援
学
校

049

−

297

−

７
７
５
３
・

049

−

299

−

２
９
１
５

①
手
話
講
習
会(

入
門
編)　

６

月
２
日
～
11
月
10
日（
８
月
11
日
、

９
月
22
日
、
11
月
３
日
を
除
く
）

の
毎
週
㈭
14
～
16
時（
全
21
回
）　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

市
内

に
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
で
、

初
め
て
手
話
を
学
ぶ
人　

３
、

２
４
０
円　

40
人　
②
手
話
講

習
会(

基
礎
編)　

５
月
11
日
～

11
月
２
日（
８
月
10
日
を
除
く
）の

毎
週
㈬
19
～
21
時（
全
25
回)　

上
尾
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

他　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の

18
歳
以
上
で
、
手
話
講
習
会（
入

門
編
）を
修
了
ま
た
は
同
程
度
の

手
話
技
術
を
持
つ(

簡
単
な
手
話

で
の
会
話
が
で
き
る)

人　

３
、

２
４
０
円　
※
テ
キ
ス
ト
は『
手

話
を
学
ぼ
う
手
話
で
話
そ
う
』を

使
用
し
ま
す
。
平
成
27
年
度
上
尾

市
手
話
講
習
会（
入
門
編
）の
受

講
者
は
購
入
不
要
で
す
。　

40

人　
③
手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会

(

通
訳
Ⅱ)　

５
月
６
日
～
平
成

29
年
１
月
27
日（
８
月
12
日
、
12

月
23
・
30
日
、
平
成
29
年
１
月
６

日
を
除
く
）の
毎
週
㈮
19
～
21
時

（
全
35
回
）　
※
修
了
試
験
日
は
１

月
20
日
㈮
で
す
。　

上
尾
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
他　

次

の
（1）
～

（3）
全
て
に
該
当
す
る
人

（1）

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

（2）
手
話
通
訳
者
を
目
指
し
て
い
る

（3）
手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会
を
受

講
し
た
こ
と
が
あ
る(

平
成
27
年

度
上
尾
市
手
話
通
訳
者
養
成
講
習

会〈
通
訳
Ⅰ
〉の
受
講
者)　

通

訳
Ⅱ
／
３
、
０
２
４
円　

講
義
／

１
、８
３
６
円(

平
成
27
年
度
に
講

義
テ
キ
ス
ト
を
購
入
し
た
人
は
通

訳
Ⅱ
だ
け
購
入)　

20
人　
【
①

〜
③
共
通
】
往
復
は
が
き
に
講

座
名
、
受
講
動
機
、
住
所
、
氏
名

(

ふ
り
が
な)

、
年
齢
、
電
話
番
号
、

勤
務
先(

在
勤
者
だ
け)

、
手
話
講

習
会
受
講
歴
、
詳
細
な
地
域
活

動
歴
を
記
入
し
て
、
①
は
５
月
20

日
㈮
、
②
③
は
４
月
15
日
㈮
ま
で

(

必
着)

に
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー「
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
」(〒
362

−

０
０
１
１
平
塚
724
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
内)

へ　

ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

776

−２
２
３
５ 

・
772

−８
６
４
７

５
月
14
日
㈯
14
～
16
時　

上

救
命
講
習
会

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

歯
っ
ぴ
ー
川
柳

(

必
着)

に
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー「
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
」(〒
362

−

０
０
１
１
平
塚
724
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
内)

へ　

ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

776

−２
２
３
５ 

・
772

−８
６
４
７

５
月
14
日
㈯
14
時
～(

開
場
／

13
時)　

上
尾
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　

｢

健
康
寿
命
を
支

え
る
筋
肉
～
サ
ル
コ
ぺ
ニ
ア
～
」

「
肉
食
系
シ
ニ
ア
に
な
っ
て
、健
康

寿
命
を
延
ば
そ
う
！｣｢

認
知
症

と
生
き
る
と
い
う
こ
と｣

を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
、
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン　

上
尾
中
央
総
合
病
院

773

−７
１
０
０

４
月
16
日
㈯
10
時
30
分
～
18
時

Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
自
由
通
路　

市

内
の
障
害
者
施
設
・
団
体
に
よ
る

パ
ン
・
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
手
づ
く

り
食
品
や
手
工
芸
品
の
販
売　

障
害
福
祉
課

775
−

５
１
２
２
・

776

−

８
８
７
２

川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援
学
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

コ
ー
ヒ
ー
セ
ミ
ナ
ー

（
フ
ー
ド
ペ
ア
リ
ン
グ
編
）

座

講

手
話
講
習
会

聖学院大学公開講座
聖学院大学　 781−0925・ 726−2962

5月7日～7月9日の毎週㈯13時30分～15時(全10回) ※第2･3講
座のBコースは15時10分～16時40分です。　 聖学院大学(戸崎1
−1)　 18歳以上の人(第1・2講座は学生を除く。第4講座は女性だ
け）　 募集案内(生涯学習課、図書館、各支所・出張所・公民館にあ
る)を参照の上、往復はがきに必要事項を記入して、4月13日㈬まで(当
日消印有効)に聖学院大学公開講座係(〒362−8585戸崎1−1)へ

講座名 受講料 定員

第１
講座

「グローバリゼーションは私たちに何をもたら
すのか」～グローバリゼーションが政治・経済・
地域社会・地球環境に与える光と影～

5,000円 40人

第２
講座

「役に立つ英会話講座」
・初級(中学校卒業程度)A・Bコース　※しばら
く英語から離れている人向けです。

5,000円 各30人

第３
講座

「パソコン講座」
・Aコース（文字入力の練習、Word・Excelの基本操作）
・Bコース（Word・Excelの基本操作+パワーポイントの初歩）

11,000円 各40人

第４
講座「女声コーラス」 5,000円 80人

※応募者多数の場合は抽選です。各講座とも別途教材費が必要です。
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とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

尾
公
民
館　

コ
ー
ヒ
ー
の「
香

り
」「
酸
味
」「
コ
ク
」に
つ
い
て
学

ぶ
。コ
ー
ヒ
ー
の
風
味
に
合
わ
せ

て
味
わ
う
こ
と
で
食
べ
物
が
さ
ら

に
お
い
し
く
な
る「
フ
ー
ド
ペ
ア

リ
ン
グ
」を
体
験
す
る　

市
内

に
在
住
・
在
勤
で
中
学
生
以
上

の
人　

３
、３
０
０
円　

10

人(

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選)　

往
復
は
が
き
に
催
し
名
、
参
加

者(

２
人
ま
で)

全
員
の
住
所
・
氏

名(

ふ
り
が
な)

・
生
年
月
日
・
性

別
・
電
話
番
号
・
職
業
を
記
入
し

て
、
4
月
12
日
㈫
ま
で(

必
着)

に

上
尾
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー(

〒
362

−

０
０
１
１
平
塚

951

−

２
イ
コ
ス
上
尾
３
階)

へ　
※

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

htt
p

：//w
w

w
.ageosc.or.jp )

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　

上
尾
市
勤

労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

771

−

５
７
０
０
・
771

−

５
８
４
６

　
実
践
的
な
業
務
改
善
の
で
き
る

企
業
Ｏ
Ｂ
を
研
修
講
師
に
迎
え
、

も
の
づ
く
り
企
業
の
中
核
人
材
を

養
成
す
る
た
め
セ
ミ
ナ
ー
を
開
講

し
ま
す
。　

下
表
の
と
お
り　

上
尾
市
プ
ラ
ザ
22（
③
は
上
尾
商

工
会
議
所
⑤
は
市
役
所
前
集
合
）　

市
内
の
も
の
づ
く
り
企
業
の
役

員
や
幹
部
社
員　

各
回
千
円

(

全
回
事
前
申
込
で
4
千
円)　

30
人(

先
着
順)　

電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
上
尾
商
工
会
議
所
へ　

上
尾
商
工
会
議
所

773

−

３
１

１
１
・
775

−

９
０
９
０

５
月
15
日
㈰
12
～
13
時　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ(

さ
い
た
ま

市
大
宮
区
桜
木
町
1

−

７

−

５)　

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
の
腰
痛
・
膝

痛
に
対
す
る
最
先
端
治
療　
【
講

師
】大
塚
一か

ず
ひ
ろ寛

さ
ん(

Ｊ
リ
ー
グ
Ｆ

Ｃ
東
京
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
、
上
尾

中
央
総
合
病
院
副
院
長)　

埼

玉
県
に
在
住
の
人　

千
人　

埼
玉
県
診
療
放
射
線
技
師
会

664

−

２
７
２
８（
平
日
９
～
15
時)

５
月
14
日
㈯
14
時
～(

開
場
／

13
時)　

上
尾
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　

｢

健
康
寿
命
を
支
え

る
筋
肉
～
サ
ル
コ
ぺ
ニ
ア
～
」「
肉

食
系
シ
ニ
ア
に
な
っ
て
、
健
康
寿

命
を
延
ば
そ
う
！｣｢

認
知
症
と
生

き
る
と
い
う
こ
と｣

を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
、ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

上
尾

中
央
総
合
病
院

773

−７
１
０
０

４
月
16
日
㈯
10
時
30
分
～
18
時

Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
自
由
通
路　

障

害
者
施
設
・
団
体
に
よ
る
パ
ン
・

ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
手
づ
く
り
食
品

や
手
工
芸
品
の
販
売　

障
害
福

祉
課

775

−

５
１
２
２
・

776

−

８
８
７
２

関
東
甲
信
越
診
療
放
射
線
技
師

学
術
大
会
市
民
公
開
講
座

　テレビでおなじみ『Ｍ－1グランプリ2015』出演者らによるお笑
い祭りを文化センターで開催します！　 6月5日㈰18時～(開場
／17時30分)　 文化センター　【出演予定】トレンディエンジェ
ル、笑い飯、銀シャリ、メイプル超合金、スーパーマラドーナ、和
牛、相席スタート、とろサーモン　他　※都合により出演者が変
更になることがあります。　【前売り券】販売期間／4月10日㈰～
6月4日㈯（売り切れ次第終了）　販売場所／文化センター、上尾
市コミュニティセンター、チケットよしもと、チケットぴあ、ロー
ソンチケット　※文化センターとコミュニティセンターでは、4月
10日㈰7時から整理券を配布します（販売／9時）。　 前売り券
4,000円、当日券4,500円(全席指定)　※5歳以上有料、4歳以下で
保護者の膝上に座る場合は無料、座席が必要な場合は有料です。
当日券は文化センターだけで販売します。駐車台数に限りがあり
ますので、なるべく公共の交通機関を利用してください。

トレンディエンジェル

銀シャリ

笑い飯

メイプル超合金

Ｍ－1グランプリ2015ツアー
　　　　　　　　inあげお

6月5日㈰
上　演

上尾市文化センター　 774−2951・ 774−2955

とき 内容 講師

①5/18㈬
省エネによる経営改善(電力
自由化への対応、そのメリッ
ト・デメリット)

管理技術コンサルタント・エコ
アクション21審査人
海瀬弘司さん(元NTT㈱)

②6/15㈬ ISO改正を踏まえ、品質管理
の基本確認

TPMコンサルタント
中川秀夫さん(元日産ディーゼ
ル工業㈱)

③7/20㈬ コミュニケーション、モチ
ベーションの向上

コミュニケーショントレーナー、
技術士
中村紀典さん(元NTT㈱)④7/27㈬

⑤9/  8㈭ 先進事業所視察 ボッシュ㈱東松山工場、
㈱エコ計画

※①〜④は18〜20時、⑤は8時20分集合です。
※会場は変更する場合があります。

市
民
公
開
講
座

「
の
ば
そ
う
健
康
寿
命
！
」

上
尾
市
障
が
い
者
手
づ
く
り
市

ⓒYOSHIMOTO 

ⓒYOSHIMOTO 

ⓒYOSHIMOTO 

ⓒサンミュージックプロダクション

リ
ー
ダ
ー
養
成
実
践
セ
ミ
ナ
ー
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観
光
協
会

775

−

５
９
１
７
・

775

−

５
０
２
４

　
市
内
で
生
産
し
た
農
産
物
を
農

家
が
直
接
販
売
し
ま
す
。
新
鮮
で

安
全
な
野
菜
、
卵
の
他
、
季
節
の

花
や
果
実
、ジ
ェ
ラ
ー
ト
ア
イ
ス
、

手
作
り
ま
ん
じ
ゅ
う(

４
～
６
月

だ
け
の
販
売)

な
ど
数
多
く
取
り

そ
ろ
え
て
い
ま
す
。　

毎
月
第

４
㈯
10
時
～
12
時
30
分　

Ｊ
Ｒ

上
尾
駅
自
由
通
路　

農
政
課

775

−

７
３
８
４
・
775

−

９
８
７
２

５
月
14
日
㈯
９
時
～　

市
民

農
園(

平
塚
１
５
１
６)　

親
子

で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
、
秋

に
収
穫
す
る　

市
内
に
在
住

の
小
学
生
と
そ
の
家
族　

1
人

20
円(

保
険
料)　

20
家
族(

応
募

者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
出
演
を

希
望
す
る
人
は
事
前
に
電
話
で
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
カ
フ
ェ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
陣
ノ
内
へ
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。　

無
料(

飲

み
物
代
100
円)　

陣
ノ
内

726

−

６
４
３
１

　
５
月
５
日
㈷
の｢

こ
ど
も
の
日｣

に
合
わ
せ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
こ
い
の
ぼ
り
を
掲

揚
し
ま
す
。こ
と
し
は｢

こ
い
の
ぼ

り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー｣

を
開
催
し

ま
す
。
春
の
青
空
の
下
、
色
と
り

ど
り
の
こ
い
の
ぼ
り
が
元
気
に
泳

ぐ
姿
を
見
に
、
出
掛
け
て
み
ま
せ

ん
か
。　

４
月
23
日
㈯
～
５
月

５
日
㈷(

こ
い
の
ぼ
り
の
掲
揚
は

８
日
㈰
ま
で)　

上
平
公
園(

市

民
球
場
北
側)

、
上
尾
丸
山
公
園

(

児
童
遊
園
地
北
側
池
上)

、
児
童

館
ア
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
・
こ
ど
も
の

城
、ア
リ
オ
上
尾
店
の
５
カ
所
を

巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー　
※
３
カ

所
分
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、

５
日
に
ア
リ
オ
上
尾
店
で
開
催
さ

れ
る
抽
選
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
市
観
光
協
会
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

上
尾
市

①
上
映
会　

４
月
９
日
㈯
13
時

～(
開
場
／
12
時
30
分)　
※
上
映

後
、
坂
口
監
督
と
の
ト
ー
ク
タ
イ

ム
が
あ
り
ま
す
。　

西
上
尾
第
一

団
地
で
暮
ら
し
て
い
た
坂
口
す
ち

え
さ
ん
が
、
親
族
の
死
な
ど
か
ら

認
知
症
を
発
症
後
、故
郷
の
種
子

島
で
活
力
を
取
り
戻
す
ま
で
の
４

年
間
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
。

平
成
27
年
度
文
化
庁
映
画
賞
文
化

記
録
映
画
優
秀
賞
受
賞
作
品　

999
円　
②
交
流
カ
フ
ェ
　

４
月

９
日
11
～
17
時　
【
①
②
共
通
】

上
尾
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

『
抱
擁
』上
映
委
員
会
・
上
尾
の

佐
藤

070

−５
５
４
５

−９
８
２
１

　
だ
れ
も
が
そ
の
人
ら
し
く
ホ
ッ

と
す
る
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
、

地
域
福
祉
に
関
す
る
情
報
提
供
や

ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
の
自
己
表
現

大
会
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
お
茶

会
な
ど
を
行
い
ま
す
。　

４
月

23
日
㈯
10
時
30
分
～
15
時
30
分　

上
尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー　

み

ん
な
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
広
場
な

ど　
※
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
出
演

映
画『
抱
擁
』上
映
会

昨年のあげお朝市

こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
～
こ
い
の

ぼ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
～

Oワ

ン

デ

イ

n
e
d
a
y

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
カ
フ
ェ

あ
げ
お
朝
市

農
業
体
験
教
室（
サ
ツ
マ
イ
モ
）

上尾市コミュニティセンター　 775−0866・ 775−0868

なかじま・ゆみこ
　上尾市在住。桐朋学園大学卒業。イタリアの
ミラノに留学。帰国後、東京フィルハーモニー
交響楽団首席奏者となる。現在はソロ、室内楽
の演奏活動や、オーケストラの客演首席として
も活躍している。

うすき・まや
　さいたま市在住。東京芸術大学大学院修士課
程修了。室内楽をはじめ、国内オーケストラの
ゲスト首席奏者を務めるなど、幅広い活躍をし
ている。

はやし・ともゆき
　さいたま市在住。東京芸術大学大学院修士課
程修了。在京オーケストラのゲスト首席奏者を
務めた後、97年にＮＨＫ交響楽団に入団、現在
第1バイオリン奏者。

たざわ・しゅんいち
　上尾市在住。1971年読売日本交響楽団、76年
NHK交響楽団に入団。在団中にモーツァルト、
ベートーベン、ブラームスのほとんどの室内
楽を経験。2007年ＮＨＫ交響楽団を定年退職後
は、後進の育成と地域活動に尽力している。

【プロフィル】

5月29日㈰ 開演／14時（開場／13時30分)　 コミュニティセンター　 上尾市とさいたま市に在住の音楽家による弦楽
四重奏コンサート　【プログラム】『弦楽四重奏曲 第17番 セレナーデ』／ハイドン、『ディヴェルティメント KV 138（第3番）ヘ
長調』／モーツァルト　【出演】バイオリン／中島ゆみ子、林智之、ビオラ／臼木麻弥、チェロ／田澤俊一　【入場料】2,000円
(全席指定)　※未就学児は入場できません。　【入場券販売期間・場所】4月3日㈰9時～コミュニティセンター・上尾市文化
センターで販売(売り切れ次第終了)

音の種Vol.1〜彩弦楽四重奏団コンサート〜
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者
多
数
の
場
合
は
抽
選)　

往

復
は
が
き
に
教
室
名
、
住
所
、
氏

名(

ふ
り
が
な)

、
学
校
名
、
学
年
、

電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
記
入
し

て
、
４
月
15
日
㈮
ま
で(

必
着)

に

農
政
課(

〒
362

−

８
５
０
１
本
町
３

−

１

−

１)

へ　

農
政
課

775

−

７
３
８
４
・
775

−

９
８
７
２

４
月
24
日
㈰
10
～
15
時　

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

サ
ー

ク
ル
で
活
動
し
て
い
る
会
員
と
の

交
流
と
作
品
作
り
①
陶
芸(

小
物)

②
折
紙(

連れ
ん

鶴づ
る

、
か
ぶ
と)
の
作
製　

①
500
円
②
100
円　

エ
プ
ロ

ン(

①
だ
け)　

当
日
の
13
時
ま

で
に
直
接
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
へ　
※
参
加
で
き
る
人
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。
陶
芸
の
作
業

時
間
は
約
90
分
で
す
。　

上
尾

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

775

−

０
８
６
６
・
775

−

０
８
６
８

草
の
観
察
会
と
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ

チ
ソ
ウ
抜
き
と
野
草
の
植
え
付
け

４
月
10
日
㈰
９
～
12
時(

小
雨

決
行)　

三
ツ
又
沼
ビ
オ
ト
ー

プ(

平
方)　
【
集
合
】三
ツ
又
沼
ビ

オ
ト
ー
プ
駐
車
場
・
９
時　
※
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

菅
間

090

−

９
６
４
１

−
５
２
８

８身
近
な
自
然
の
保
全
再
生
作
業
と

自
然
観
察　

①
４
月
10
日
～
５

月
１
日
の
毎
週
㈰(

小
雨
決
行)

②

４
月
29
日
㈷(

雨
天
中
止)　

①

サ
ク
ラ
ソ
ウ
ト
ラ
ス
ト
地(

領
家)

②
三
ツ
又
沼
ビ
オ
ト
ー
プ(

平
方)　

各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話

で
上
尾
支
部
の
小
川
へ　

小
川

781

−

０
８
８
７

　
収
益
金
は
、
都
市
基
盤
の
整
備

な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。　

４

月
１
日
㈮
～
４
日
㈪
、12
日
㈫
～

17
日
㈰
、23
日
㈯
～
26
日
㈫
　【
場

外
発
売
】４
月
１
～
４
日
、
9
日

㈯
・
10
日
㈰
、12
～
17
日
、23
～
26

日　

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
戸
田　

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合

823

−

８
７
１
１ 

・
823

−

８
７
０
９

とき　 ところ 内容 対象 定員 持ち物費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」
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コ
ミ
セ
ン
活
動
サ
ー
ク
ル

陶
芸・折
紙
体
験
教
室

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

荒
川
の
自
然
を
守
る
会
の
催
し

埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会

上
尾
支
部
の
催
し

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
戸
田

４
月
の
開
催
日

直接か電話またはメールで受け付ける講座(教室)を除き、全て「往
復はがき」です。往復はがき（1人〈組〉1枚）に講座名、住所、氏名

（ふりがな）、電話番号、年齢、学校名・学年（小・中学生）を記入の上、
申込日まで（必着）に各公民館へ。応募者多数の場合は抽選します。

申し込み
方法5月

5月19・26日㈭、6月3日㈮、6月9・16・30日のいずれ
も㈭10：00～11：30(6月3日だけ10：00～13：00)(全6回)　

市内に在住の60歳以上　 250円(学校訪問時の給
食費)　 30人（先着順）　 4月28日㈭までに直接ま
たは電話かファクスで

健康講座やレクリエーション、平方小学校学校訪問(児童との交流
会)など

たちばな学級
平方公民館 〒362−0059　平方905−1　 726−3446・ 726−3991

上尾市文化センター　 774−2951・ 774−2955

6月19日㈰14時～（開場／13時30分）　
文化センター　 上尾市とさいたま

市在住の演奏家によるピアノ、チュー
バ、セルパン、オカリナのクラシックコ
ンサート　【プログラム】『アメイジング・
グレイス』、『Ｇ線上のアリア』／バッハ、

『剣の舞』／ハチャトゥリアン、上尾の昔
話から『鍬太神宮と3人の童子』他　【出
演】ピアノ／高梨智子、チューバ・セル
パン／橋本晋哉、オカリナ／佐藤ゆき　
【入場料】2,000円(全席指定)　※未就学
児は入場できません。　【入場券販売期
間・場所】4月9日㈯9時～文化センター・
上尾市コミュニティセンターで販売(売
り切れ次第終了)

～ピアノとうたう 象と小鳥のカーニバル～ジョイフル・
クラシック

たかなし・ともこ(ピアノ)
　武蔵野音楽大学卒業。カール・ニールセン音楽院ディプロマクラ
ス、ソリストクラス修了。その後は音楽家として、通算11年をデン
マークで暮らす。ＣＤ『カール・ニールセンの光』『アンデルセンの
世界』(クラッシコ・レコーズ)、校訂・監修楽譜『アンデルセン童話 
ピアノ曲集』(カワイ出版)などがある。上尾市在住。

さとう・ゆき(オカリナ)
　オカリナメーカー ｢カンターレ・オカリーナ｣講師。癒やされる音色
での生涯学習を目指し、公民館や｢彩の国生きがい大学｣などで幅広
く活動。また生

い く

田
た

流
りゅう

箏
そ う

曲
きょく

宮
み や

城
ぎ

社
し ゃ

助教の経験から日本文化の伝承も大
切に感じ、さいたまの民話に出会ってからは、物語に合わせた曲作り
にも取り組んでいる。｢オカリーナゆきの会｣主宰。さいたま市在住。

はしもと・しんや(チューバ、セルパン)
　1971年生まれ。パリ高等音楽院第3課程修了。国内外の現代音楽祭
でチューバのソリストとして出演する一方、フランスの古楽器｢セル
パン｣も奏する。洗足学園音楽大学講師。『東京現音計画(2014年佐

さ じ

治
敬
け い ぞ う

三賞受賞)』、松平敬
たかし

との｢低音デュオ｣で活動。上尾市在住。

【プロフィル】
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生
涯
学
習
課

775−

９
４
９
６
・
776−

２
２
５
０

■
第
16
回
埼さ
い

輝き

展（
油
彩
・
水
彩

な
ど
）　
４
月
７
日
㈭
～
13
日
㈬

10
時
～
17
時
30
分(

７
日
は
13
時

か
ら
、13
日
は
15
時
ま
で)

■
ア
ー
ト｢

宴え
ん･

宴え
ん｣　
祭
２
０
１
６　

 

４
月
14
日
㈭
～
20
日
㈬
10
～
17
時

(

14
日
は
13
時
か
ら
、20
日
は
15
時

ま
で)

■
水
谷
は
る
み
旅
の
ス
ケ
ッ
チ
展　

４
月
22
日
㈮
～
27
日
㈬
10
～
18
時

(

27
日
は
17
時
30
分
ま
で)

■
第
９
回
上
彩
会
水
彩
画
展　
４

月
28
日
㈭
～
５
月
４
日
㈷
10
～
17

時(

28
日
は
13
時
か
ら
、５
月
４
日

は
15
時
ま
で)

■
ト
リ
プ
ル
作
品
展　
４
月
７
日

㈭
～
13
日
㈬
11
～
17
時(

７
日
は

13
時
か
ら
、13
日
は
15
時
ま
で)

■
華は

な
づ
つ
み包
研
究
会
展(

和
紙
と
生
け

花)　
４
月
17
日
㈰
10
～
16
時

■
パ
ス
テ
ル
画
展　
４
月
21
日
㈭

～
27
日
㈬
10
～
17
時(

21
日
は
13

時
か
ら
、27
日
は
15
時
ま
で)

⑰健康相談　 4月19日㈫13:15～14:15　

●お待たせしました！スライダープール復活!!

●ファミリーラン

　昨年9月から工事のため使用中止となっていたスライダー
プールが、4月から利用再開します。皆さんぜひご利用ください。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

市
役
所
ギ
ャ
ラ
リ
ー

30分前からプール監視員室前(②③⑥は10:15からフロント)　 水着・スイムキャップ

10:15からフロント　 運動する服装、室内靴

①
②
③
④
⑤
⑥

⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯

水中ウオーキング
アクアビクスⅠ
アクアビクスⅡ
ワンポイントスイム
水中運動
ファンファンスイム

エアロッチ
スロートレーニング
ヨガ
ベリーダンス
レッツ!!フィットネス夜ver.
ママFitness
エアロビクス
リズムピラティスⅠ
リズムピラティスⅡ
エアロッチ夜ver.	

	毎週㈪	11	:	00	～	11	:	30	（4/4を除く）	 20人
	毎週㈫	11	:	00	～	12	:	00	（4/5、5/3を除く）	 20人
	毎週㈫	14	:	00	～	15	:	00	（4/5、5/3を除く）	 20人
	毎週㈭	11	:	00	～	11	:	40	（4/7、5/5を除く）	 15人
	毎週㈭	14	:	00	～	14	:	40	（4/7、5/5を除く）	 15人
	毎週㈮	11	:	00	～	12	:	00	（4/1・8・29、5/6を除く）	 10人

	毎週㈪	11	:	00	～	12	:	00		 	 		 	 15人
	毎週㈪	13	:	00	～	13	:	30		 	 		 	 15人
	毎週㈫	10	:	30	～	11	:	30	（5/3を除く）	 25人
	毎週㈫	11	:	45	～	12	:	45	（5/3を除く）	 15人
	毎週㈫	18	:	00	～	18	:	30	（5/3を除く）	 10人
	毎週㈭	10	:	30	～	11	:	30	（5/5を除く）	 10人
	毎週㈭	12	:	00	～	13	:	00	（5/5を除く）	 15人
	毎週㈭	13	:	30	～	14	:	30	（5/5を除く）	 20人
	毎週㈭	19	:	00	～	20	:	00	（5/5を除く）	 20人
	毎週㈮	19	:	00	～	20	:	00	（4/29、5/6を除く）	 15人

高校生以上　 300円 ※⑫は500円（①④⑤⑧⑪は入館料だけ）

畔吉178　 780−1030・ 726−7901

天文・科学教室

●太陽光発電と電気自動車のはなし
4月17日㈰13:30～15:00　 小学

4年生以上　 40人(先着順)　 筆
記用具　 4月1日㈮から直接または
電話で

4月

4月7日〜

  5月4日

西貝塚17−1　 783−1126・ 726−7657
【開館時間】10:00～21:00

【4月の休館日】毎週㈬

ハンドエステ始めました！　※時間、料金など詳しくは問い合わせて
ください。

※教室は都合によりお休みすることがあります。詳しくは、ホームページまたは
電話で確認してください。
※4月1日㈮より、月額3,500円で有料教室受け放題の｢教室パック｣を開始します。

カイロプラクティック「てててのて」

体験ものづくり教室
●春の寄せ植え教室
� 4月20日㈬10:00～11:30　 2,000円　 30人(先着
順)　 エプロン、軍手またはゴム手袋　 4月1日㈮か
ら参加費を用意して直接

自然学習教室
●タケを調べよう
� 4月16日㈯・24日㈰9:30～12:00(雨天決行)　※どち
らか１日だけ参加できます。　 各12組(小学生以下
は保護者同伴)　 レジ袋、軍手、新聞紙　※汚れても
よい服装で参加してください。　 往復はがきに教室
名、希望日、住所、電話番号、参加者全員の氏名(ふり
がな)、性別、年齢を記入して、4月8日㈮まで(必着)に自
然学習館へ

天体写真展
� 4月23日㈯～5月8日㈰9:00～17:00　 展示ロビー

※自然観察会・太陽の観察会(毎週㈯㈰開催)、天体観望
会(毎週㈯開催)について詳しくは、自然学習館へ問い合
わせてください。市内循環バス”ぐるっとくん”平方丸
山公園線で｢自然学習館｣ 下車

　ランニングを通じて家族で楽しく汗をかきましょう。元日
本代表のRyokoコーチが適切なサポートでレッスンします
♪　 ①5月8日㈰10：00～12：00②5月15日㈰10：00～12：00　
年長～小学6年生の子どもとその家族　 1組2,000円(入

館料含む)　 15組(1組3人まで)　 4月2日㈯～30日㈯まで
に直接または電話で

市内循環バス“ぐるっとくん”平方丸山公園線・平方小敷谷循環で
｢わくわくランド｣下車

環境保全
のため、

公共施設
へのお出掛

けは

市内循環
バスをご利

用ください
。

4月1日〜5月15日
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市民相談
相続、離婚相談など

弁護士相談
相続、離婚、契約、交通事故の示談・損害賠償、
調停・訴訟手続きなど

消費生活相談
架空請求（メール・郵送）、クーリング・オフ、
契約トラブルなど消費生活についての相談、多
重債務相談

国民年金相談
※相談内容によっては年金事務所へ案内する
こともあります。

家庭児童相談
0～18歳の子どもの養育相談

少年相談
青少年の悩み事（学校・家庭での問題、交友関
係、非行など）の相談

子ども・若者相談
ニート・ひきこもりなど自立に向けて悩んでい
る本人またはその家族のための相談(市内に在
住のおおむね15～30歳代)

いじめ相談
いじめに関する相談（電話）

運動発達訓練・相談
運動機能の発達に不安や課題のある乳幼児の
個別訓練・相談（小・中学生も一部対象）
言語発達訓練・相談
言葉の発達に不安や課題のある幼児の個別訓
練・相談(おおむね3歳～未就学児)

教育相談
不登校、子どもの性格・行動、知的発達、言葉
について、学業など（電話・来所いずれも可）

内職相談
内職の相談・紹介、求人の受理、就業情報の提
供など

一般職業相談
若年者から高齢者までの職業相談・紹介、求人
の受理、求人情報の提供など

心配ごと相談
家庭内の悩み事、社会的な問題、介護など

就学相談
障害のある幼児・児童・生徒の就学

育児・発達相談
子育ての不安や発達の心配など

司法書士相談
相続、遺言、離婚、不動産、会社の登記、少額の
民事裁判、債務整理、成年後見手続きなど

税理士相談
相続、贈与、所得税、その他税金問題全般

行政書士相談
相続、遺言、贈与、離婚協議、農地転用、建設・運
送業許可申請、成年後見・会社設立の手続きなど

不動産相談
不動産の売買・賃貸など

行政相談
国の行政事務についての要望や苦情
住宅増改築・修繕相談
住宅の増改築・修繕

女性のための相談
自分自身の生き方、夫や家族との関係、夫や恋
人からの暴力などで悩んでいる女性のための相
談

女性のための法律相談
離婚、夫や恋人からの暴力など法律の問題で
悩んでいる女性のための女性弁護士による法
律相談

女性のためのDV電話相談
配偶者からの暴力（ドメスティック・バイオレ
ンス）に関する相談

人権相談
家庭内の不和、相続、不動産貸借・売買、人権
にまつわる悩み事・もめ事など

外国人市民のための相談
（ハローコーナー）
外国人市民の生活情報の提供や相談など

暴力追放相談
暴力団対策の相談

市民相談室（市役所第三別館1階）　 775−4643
※事前の予約は、各相談日の1カ月前から受け付けます。受け付け開始
日が、㈯㈰㈷などに当たる場合はその直前の平日になります。

交通防犯課（市役所4階）　 775−5138　 775−9927

保険年金課（市役所1階）　 775−5137　 775−9827

家庭児童相談室（発達支援相談センター内）
776−6164　 776−6127

教育センター（市役所別館〈青少年センター〉1階）
776−7600　 776−7604

内職相談室（JR上尾駅東口プラザ館5階ワークプラザあげお）
773−3200

ふるさとハローワーク
（JR上尾駅東口プラザ館 4階ワークプラザあげお）
773−3500

子ども・若者相談センター（市役所 5階）
783−4964　 774−5342

少年愛護センター（市役所別館〈青少年センター〉2階）
0800−800−4188（フリーダイヤル）
048−775−8718（携帯電話）　 776−2117

子ども・いじめホットライン・ホットメール
0120−556−290（フリーダイヤル）
556soudan@city.ageo.lg.jp

社会福祉協議会（総合福祉センター内）
773−7155　 772−8647

発達支援相談センター（本町 4-13-1上尾保育所 2階）
776−6166　 776−6127

男女共同参画推進センター（市役所第三別館1階）
778−5110（相談専用電話）　 778−5112

市役所 7階大会議室
人権男女共同参画課　 775−5117　 778−5112

市民相談室（市役所第三別館1階）
市民協働推進課　 775−4597　 775−9819

消費生活センター（コミュニティセンター2階）
775−0801　 776−4600

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

ところ

㈯㈰、3〜5日㈷を除
く毎日
	  8  ：	30〜	12：00
 13：	00〜	17：00

 11日㈬、20日㈮、25日㈬
	 10：	00〜	12：00
 13：	00〜	15：00
 （1回の相談は25分）

㈯㈰、3〜5日㈷を除
く毎日
  10：	00〜	12：00
  13：	00〜	16：00

㈯㈰、3〜5日㈷を除
く毎日
   9 ：00〜	12：00
  13：	00〜	16：00

㈯㈰、3〜5日㈷を除
く毎日
   9 ：00〜	12：00
  13：	00〜	16：00

㈯㈰、3〜5日㈷を除
く毎日
   9 ：00〜	12：00
  13：	00〜	16：00

㈯㈰、3〜5日㈷を除
く毎日
   9 ：00〜	12：00
  13：	00〜	17：00

  毎週㈫㈮、3日㈷を除く
  10：	00〜	12：00
  13：	00〜	16：00
  （1回の相談は50分）

  毎週㈫㈮、3日㈷を除く
  10：	00〜	12：00
  13：	00〜	16：00

㈯㈰、3〜5日㈷を除
く毎日
   9 ：00〜	17：00

㈯㈰、3〜5日㈷を除
く毎日
10：	00〜	17：00

㈯㈰、3〜5日㈷を除
く毎日
  10：	00〜	17：00
  （予約受け付けは
 16：	30まで）

㈯㈰、3〜5日㈷を除
く毎日
   8 ：30〜	12：00
  13：	00〜	17：00

  12日㈭
	 13：	00〜	15：30
 （1回の相談は30分）

  18日㈬
	 10：	00〜	15：00
 （1回の相談は35分）

	 17日㈫
	 13：	00〜	16：00
 （1回の相談は30分）
 10日㈫
	 13：	00〜	16：00
 （1回の相談は30分）
 10日㈫
	 10：	00〜	12：00
 13日㈮
	 13：	00〜	15：00

	 4日㈷を除く毎週㈬
	 10：	00〜	12：00
 13：	00〜	16：00　
 （1回の相談は50分）

 17日㈫
 13：	00〜	16：00
 （1回の相談は30分）

 5日㈷を除く毎週㈪㈭
  10：	00〜	12：00
  13：	00〜	16：00

 25日㈬
  10：	00〜	12：00
  13：	00〜	15：00

毎週㈪
 9 ：	00〜	12：00
英語・スペイン語
13：	00〜	16：00
中国語・スペイン語・
ポルトガル語

 10日㈫
	 13：	00〜	16：00
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事前予約

事前予約

事前予約

事前予約

事前予約

事前予約

事前予約

事前予約

事前予約

事前予約

事前予約

事前予約

事前予約

事前予約
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4

2

30

�アッピリンピック 14：00〜15：00　 小学生〜
�こどもの城理科教室～偏光板で遊ぼう～ 10：00〜12：00　

市内在住の小学生以上　 20人(先着順)　 4/12㈫
から直接または電話
���万華鏡を作ろう 14：00〜15：30　 市内在住の5歳児以
上と保護者　 300円　 12組(先着順)　 4/12㈫から
直接または電話

�わんぱくひろば 10：30〜11：10	 3歳児以上と保護者
�竹馬の日 15：30〜17：30　 小・中学生
�やぎさん一座の手づくり紙芝居 14：00〜14：30　　
�7か月からの赤ちゃんの日 10：00〜12：00　 7〜11カ月
児　 35組(先着順)　 直接または電話

�にこにこピョン 11：00〜11：30　 市内在住の2歳児と
保護者　 30組（先着順）
�でんしゃで遊ぼう 14：30〜15：30　 2歳～未就学児

�なかよしひろば 11：00〜11：30　 乳幼児
�小学生スポーツタイム！ 15：30〜17：30　 小学生
��にこにこバースデー 11：00〜11：30　 市内在住で4月に
2〜4歳になる未就園児と保護者　 10組(先着順)　
4/1㈮～20㈬に直接または電話

�竹馬の日 15：30～17：30　 小・中学生
�手づくりしよう（2歳） 10：00〜11：00　 2歳児～　 12
組(先着順)　 直接または電話
�手づくりしよう（0歳） 13：20〜14：30　 0歳児　 12組
(先着順)　 直接または電話
�園庭開放 10：00〜11：00　 ①原市団地保育所 ②西上尾
第二保育所　 ①1歳6カ月児～ ②1～3歳児　 ①5組(先
着順) ②10組(先着順)　 直接または電話

�手づくりしよう（1歳） 9：50〜11：00　 1歳～1歳11カ月
児　 12組(先着順)　 直接または電話

�のびのびアートの日 10：30〜11：15　 2歳児以上　
30人(先着順)　 4/5㈫9：00〜直接または電話
�けん玉であそぼう 16：00〜17：00　 幼児・小学生　
�おはなしの城 11：00〜11：30
�おそとであそぼう 10：00〜11：00　 上尾丸山公園　 2
歳児～　 20組(先着順)　 直接または電話

�にこにこジャンプ 11：00〜11：30　 3・4歳の未就園児
と保護者　 30組(先着順)
�カプラの日 16：00〜17：00　 小学3年生以上

�アッピーウィーク おはなひろば 10：00〜11：00　 30人
(先着順)　 4/5㈫9：00〜直接または電話
�おはなし会	13：30〜14：00	 乳幼児～小学生
�パパも一緒におしゃべりサロン 11：00〜11：30　 0歳児
と保護者
�カーネーションの寄せ植え 13：30〜15：00　 市内在住
の5歳児以上　 300円　 30人(先着順)　 4/12㈫か
ら直接または電話
���ロボットクラフト（カエル型ロボット）を作ろう 10：00〜
12：00　 市内在住の小学生以上　 1,000円　 12人
(先着順)　 4/12㈫から直接または電話
�おりがみひろば 14：00〜15：00　 幼児・小学生
���ちびちゃんたちの美術あそび 10：30〜11：30　 未就
園児
���やぎさん一座の手づくり紙芝居 13：30〜14：00
���達人とバドミントンで遊ぼう 14：30〜16：00　 小学3
年生以上
�なかよしひろば 11：00〜11：30　 乳幼児
�小学生スポーツタイム！ 15：30〜17：30　 小学生
�はいはい 10：00〜11：00　 1歳～1歳3カ月児　 12組(先
着順)　 直接または電話　

�体験トランポリン教室 9：20〜12：00　 3歳児以上～小
学生　 48人　 当日先着順の整理券配布
�おりがみひろば 14：00〜15：00　 幼児・小学生
��昔遊びの日 14：15〜15：15

�おもちゃの病院 13：00〜15：00
�藍染め教室 10：00〜12：00　 市内在住の5歳児以上と
保護者　 200円　 20組(先着順)　 4/5㈫から直接
または電話
�こどもの城名作劇場 14：00〜15：00
�将棋教室 14：00〜16：00　 市内在住の小学生以上　
20人(先着順)　 4/1㈮から直接または電話

�にこにこひろば 10：30〜11：10　 2歳児と保護者
�バドミントンの日 15：30〜17：30　 小・中学生
�はじめまして10：00〜11：00　 3〜8カ月児　 15組(先着
順)　 直接または電話
�園庭開放 10：00〜11：00　 畔吉保育所　 1歳6カ月児
～　 10組(先着順)　 直接または電話
�なかよしひろば 11：00〜11：30　 乳幼児
�小学生スポーツタイム！ 15：30〜17：30　 小学生
�ビデオ上映会 ①11：00～②14：00～　 乳幼児～小学生
�レクゲームの日 14：00〜15：00　 小学生
�読み語りの城～読書パスポートにスタンプを押すよ！～
11：00〜11：30

�のびのびひろば 10：30〜11：10　 1歳児と保護者
�昔あそびの日 15：30〜17：30
�にこにこタッチ 11：00〜11：30　 市内在住の1歳児と
保護者　 30組(先着順)
�ももっこ広場 10：00〜11：00　 大石公民館　 1歳児
～　 35組(先着順)　 直接または電話
�園庭開放 10：00〜11：00　 しらこばと保育所　 1歳6
カ月児～　 5組(先着順)  直接または電話　
�やぎさん一座の手づくり紙芝居 11：00〜11：30　 乳幼
児〜小学生
�竹馬の日 15：30～17：30　 小・中学生
�6か月までの赤ちゃんの日 10：00〜12：00　 6カ月児ま
で　 35組(先着順)　 直接または電話

�かぞくみんなのひろば 11：00〜11：30　 乳幼児と保護者
�ミニカーの部屋 14：00〜16：00　 幼児・小学生
�おもちゃの病院 13：00〜15：00
�カプラの日 14：00〜15：30　 小学3年生以上
�カプラの日 16：00〜17：00　 小学3年生以上

�つくってあそぼう 14：00〜15：00　 幼児・小学生　
材料がなくなり次第終了
��おはなし会 13：30〜14：00

�親子で楽しくリトミックの申し込み日 9：00〜　 2歳児
〜　 30人(先着順)　 5/2㈪9：00〜直接または電話

�おはなし会	13：30〜14：00	 幼児・小学生
�造形クラブ	14：30〜15：30	 小学生　 15人(先着順)　

4/5㈫9：00〜直接または電話
��体験トランポリン教室 9：20〜12：00　 3歳児〜小学
生　 56人（先着順）　 9：05〜整理券を配布　

�よちよち 10：00〜11：00　 1歳4カ月～1歳11カ月児　
15組(先着順)　 直接または電話　

�よちよちひろば 10：30〜11：30	 0歳児と保護者
�バドミントンの日 15：30〜17：30　 小・中学生
�がっきで遊ぼう 11：00〜11：30　 未就園児
�バドミントン遊び 16：00〜17：00　 市内在住の小学3
年生以上
�ころころ 10：00〜11：00　 9〜11カ月児　 12組(先着
順)　 直接または電話　

�シュッポの部屋 14：00〜16：00　 幼児・小学生
�わくわく工作～ウルトラボールをつくろう～ ①11：00
〜12：00②14：30〜15：30　 市内在住の3歳児以上　
各20人(先着順)
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�製作体験教室 14：00〜15：00　 小学生　 15人(先着順)　
4/5㈫9：00〜直接または電話
���読み聞かせ～3人会～ 11：00〜11：30

�パラバルーンであそぼう 11：00〜11：30　 幼児
�ピエロのいちろうくんのショー～手品・ジャグリング・バ
ルーンでいちろうくんと遊ぼう～ 10：30〜11：30
�パソコンでオリジナルの名刺やメッセージカードを作ろう 
13：00〜16：45　 市内在住の5歳児以上　 35人(先着順)

3
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今泉272(児童館こどもの城1階)
788−3660

　　　　　 �㈪㈬㈮・第3㈯10：00～15：00

のぞいてみよう！アッピーランド
～5月の連休（3～5日）は｢アッピーウィーク｣～

のぞいてみよう！こどもの城
～楽しい来

こ

い鯉
こい

まつり～

おそとであそぼう

トコトコ

　アッピーウィークの5月3日㈷に「おはなひろば｣を
行います。おはなひろばでは、カーネーションの寄せ
植え体験をします。ほかほかの土に触れながら、オリ
ジナル作品を作りましょう！寄せ植えの先生から上手
に植えるこつを教えてもらいます。　 5月3日10：00
～11：00　 300円　 4月5日㈫9：00〜直接または
電話でアッピーランドへ　※アッピーウィークのイベントは、館内に設置している5月
の予定またはホームページをご覧ください。

　4月24日㈰～5月5日㈷は来
こ

い鯉
こ い

まつりです！藍染
教室やカーネーションの寄せ植え、ピエロのいちろ
うくんのショー、理科教室などイベント盛りだくさ
ん！たくさんのお友だちの参加をお待ちしています。

4月26日 ㈫10：00～11：00　
上尾丸山公園　 親子で

体操、かけっこ、ゲーム、自
然探検などを楽しむ　 2
歳児以上の子どもと保護者　

20組

本町6−11−25　 779−7030
 　　　　　　9：00〜18：00
 　　　　　　　　19日㈫

今泉272　 783−0888
 　　　　　　9：00〜18：00
 　　　　　　　 	 14・28日㈭　

春日2−20−3　 778−2008　 乳幼児とその保護者
　　　　　 �㈪～㈯ 9：00～16：30(12：00～13：00を除く)

●各講座の申し込み　4/4㈪から直接または電話で
4/4㈪の午前中は次の時間帯に（電話だけで受付）
2歳児以上／9：00～10：00、1歳児／10：00～11：00、
0歳児／11：00～12：00

 

4月の休館日

 

開館時間

開館時間

開館日

開館日

 

 

　児童館こどもの城の１
階にあります。たくさん
の手作りおもちゃがあり、
おもちゃ製作や｢ごろ寝
アート｣が人気です。

●お誕生会
　第4㈪10：00～
●おもちゃ製作の日
　第4㈮10：00～
●ベビーマッサージ
　第3㈯10：00～

4月の休館日
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　4月下旬に｢がん検診等受診券｣を郵送します。個別検診の実施期
間は5～11月、集団検診の実施期間は5～12月です。検診終了近くに
なると、予約が取りづらくなりますので、早めの受診をお勧めします。
　申し込みが必要な検診は4月1日㈮から受け付けを開始します。集
団検診は日程ごとに定員になり次第締め切りとなります。集団検診
の日程など詳しくは『平成28年度上尾市健康カレンダー』または市
ホームページをご覧ください。

※訪問歯科は外出困難な人に限ります。なお、他の制度の対象となる人は除きます。

【各種検診・健康診査】

平成28年度

各 種 検 診
種類 検(健)診名 対象年齢

(平成29年3月末時点の年齢) 自己負担額 受診方法

集
団
検
診

胃がん検診
肺がん・結核検診
※胃がんと肺がん・結核の
検診を同日に受診します。

40歳以上の人
400円（胃X線）
200円（肺X線）
300円（喀

かくたん

痰、該当者全員有
料）

①東・西保健センター、保
険年金課、各支所・出張所、
公民館へ申し込む　※各日
定員になり次第締め切りま
す。
②受診券が郵送されたら検
診会場（西保健センター、公
民館〈原市・上平〉）で受診乳がん検診 40歳以上の女性

（2年に1回・前年度未受診者）無料

個
別
検
診

大腸がん検診 40歳以上の人 400円

申し込み不要、直接実施医
療機関に予約して受診（4月
下旬郵送の受診券が必要）
※受診券は実施期間終了ま
で大切に保管してください。

子宮がん検診 20歳以上の女性
（2年に1回・前年度未受診者）

700円（頸部)
1,000円（頸体部）

前立腺がん検診 50歳以上の男性 300円

骨粗しょう症検診 40・45・50・55・60・63・
65・68・70歳の女性　 500円

肝炎ウイルス
（Ｂ型・Ｃ型）検診 40歳以上の人（1回限り） 700円

肺がん・結核個別検診
40歳以上の人
（集団の肺がん・結核検診
を受ける人は除く）

800円（胃X線）
400円（喀

かくたん

痰、該当者全員有
料）

①東・西保健センター、保
険年金課、各支所・出張所、
公民館へ申し込む
②受診券が郵送されたら実
施医療機関に予約して受診

20～30歳代ヘルスチェック 20～39歳の人 900円

成人歯科健康診査 40歳以上の人 600円（訪問歯科1,500円※）

高齢者の肺炎球菌ワクチン予防接種
　高齢者肺炎球菌ワクチンは定期予防接種です。対
象者は毎年異なります。1人1回の機会ですので受け
忘れがないよう注意してください。　 過去に肺炎
球菌ワクチン(ポリサッカライド)を接種したことが
なく、①または②に該当する人①生年月日が右表に
該当する②60歳以上65歳未満で心臓、腎臓または呼
吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制
限される程度の障害があるか、ヒト免疫不全ウイル
スにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な
程度の障害がある　【接種場所】市内実施医療機関ま
たは埼玉県相互乗り入れ実施機関　※事前に医療機

関に連絡してください。　 5,000円　※生活保護世
帯の人は無料です。受給者証を提示してください。　
健康保険証、予診票(市内実施医療機関、東・西保
健センター、各支所・出張所にある)

対象者 生年月日

65歳となる人 昭和26年4月2日～昭和27年4月1日生
70歳となる人 昭和21年4月2日～昭和22年4月1日生
75歳以上 昭和17年4月1日以前に生まれた人
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運動と健康
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ロ
ー
ム
）の
発
病
や
、
生
活
機
能
低
下
に
よ
る
認
知
症
・

運
動
器
症
候
群（
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）が
起
こ

り
ま
す
。こ
れ
ら
が
原
因
と
な
っ
て
、
要
支
援
・
要
介
護

状
態
に
な
り
、結
果
的
に
死
亡
に
至
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
が
策
定
し
た『
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
身

体
活
動
基
準
２
０
１
３
』（
18
～
64
歳
の
身
体
活
動
の
基

準
）で
は
、
運
動
強
度
指
数
メ
ッ
ツ（
安
静
時
を
１
と
し

た
場
合
の
運
動
強
度
を
示
す
指
数
）を
用
い
て
生
活
の
中

で
の
運
動
な
ど
の
基
準
を
設
定
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で

は
、生
活
習
慣
病
や
生
活
機
能
低
下
の
リ
ス
ク
を
減
少
さ

せ
る
た
め
に
は
、３
メ
ッ
ツ
以
上
の
強
度
の
あ
る
身
体
活

動
を
１
日
60
分
、１
週
間
に
23
メ
ッ
ツ
以
上
行
う
こ
と
が

望
ま
し
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。一
般
の
日
本
人
の
身

体
活
動
量
の
平
均
値
は
週
に
15
～
20
メ
ッ
ツ
で
、生
活
習

慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
１
時
間
の
散
歩（
３
メ
ッ
ツ
）を
毎
日
行
え

ば
、１
週
間
で
21
メ
ッ
ツ
と
な
り
ま
す
。運
動
習
慣
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
目
標
の
た
め
、毎
日
10
分
程
度
の
運
動
か

ら
始
め
て
、１
日
の
運
動
の
合
計
を
１
時
間
程
度
に
す
る

の
も
良
い
方
法
で
す
。そ
の
他
の
具
体
的
な
運
動
強
度
の

例
と
し
て
は
、ボ
ウ
リ
ン
グ
や
社
交
ダ
ン
ス
は
３
メ
ッ
ツ
、

卓
球
や
ラ
ジ
オ
体
操（
第
一）は
４
メ
ッ
ツ
、野
球
や
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
は
５
メ
ッ
ツ
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
７
メ
ッ
ツ
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。詳
し
く
は『
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
身
体
活

動
基
準
２
０
１
３
』を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、狭
心
症
や
高
血
圧
な
ど
の
内
科
的
疾
患
の
あ
る

人
、腰
痛
や
膝
痛
な
ど
の
症
状
が
あ
る
人
は
運
動
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
心
拍
数
の
増
加
・
血
圧
の
上
昇
・
痛
み
な
ど

の
症
状
が
悪
化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、心
配
な
人

は
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

       　
　
〜
上
尾
市
医
師
会
〜

　各事業についての詳細は上尾市健康カレンダーまたは市
ホームページをご覧ください。健康カレンダーは東・西保健
センター、市役所、各支所・出張所などにも置いてあります。

　子どもの急病時(発熱、下痢、嘔吐など)の家庭での対処法や
受診の必要性について、看護師が電話で相談に応じます。

【相談時間】㈪〜㈯／19：00～翌朝7：00、㈰・㈷／7：00～翌朝7：00
【電話番号】＃8000または 833−7911

　大人を対象とする夜間の急な病気やけがに関して、看護師が電
話で相談に応じます。

【相談時間】18：30〜22：30（毎日）　
【電話番号】＃7000または 824−4199　　　　

※広報掲載の後、当番医の変更が生じる場合もあります。各
新聞の埼玉版休日医欄も参考の上、お出掛けください。

■�パパママ教室　5月14日㈯9：30～15：15　 平成28年7〜
10月に出産予定の人【要予約・4月7日㈭から】
■�育児教室　5月17日㈫・18日㈬　 平成27年8〜11月生ま

れの子どもと保護者【要予約・4月18日㈪まで】
■�10か月児健康相談　4月20日㈬9：00～10：00
■�離乳食教室開始期・初期　5月12日㈭10：00～11：00　 4

か月児健診を終了した子どもと保護者【要予約】
■�離乳食教室後期・完了期(託児有)　①4月21日㈭②6月15

日㈬のいずれも9：30～13：00　 ①平成27年4・5月生ま
れの子どもと保護者②平成27年6・7月生まれの子どもと
保護者 【要予約・①は4月1日㈮から、②は4月20日㈬から】
■�離乳食教室後期・完了期(託児無)　5月19日㈭9：30～13：
00　 平成27年4〜6月生まれの子どもと保護者 【要予約・
4月1日㈮から】
■�フッ素塗布　5月9日㈪13：15～14：00　 西保健センター
■すくすく計測会　5月9日㈪9：30～11：00
■�にこにこ健康相談会　4月19日㈫9：30～10：30

●小児科／内科
「平日夜間及び休日急患診療所」で行っています。
（緑丘2−1−27東保健センター3階、 774−2661・ 772−1353）
【診 療 日】㈪〜㈮（㈷を除く）
【診療時間】20：00〜22：00（受け付け／21：30まで）

●小児科／内科／外科
「平日夜間及び休日急患診療所」（左記参照）で行っています。
�【診 療 日】㈰・㈷

【診療時間】9：00〜12：00（受け付け／11：30まで）
	  13：00〜16：00（受け付け／15：30まで）

●歯科
「北足立歯科医師会休日診療所」で行っています。
（鴻巣市赤見台１−15−23、 048−596−0275）
�【診 療 日】㈰・㈷

【診療時間】9：30〜12：30
●産婦人科　5月当番医

【診療時間】9：00〜12：00、13：00〜16：00

■�動いて楽しく脱メタボ塾	 4月19日㈫13：30〜15：30【要予約】
■�統合失調症の家族サロン	 4月21日㈭13：30〜15：00
■�臨床心理士によるこころの悩み相談　4月21日㈭、5月6日
㈮13：15〜16：10【要予約】
■�精神科医によるこころの健康相談　4月20日㈬13：00〜15：
00【要予約】

 1・5・22日

ひらしま産婦人科  722−1103・	  722−11464・15日
上尾中央総合病院  773−1111・	  773−7122 3・8・29日
ナラヤマレディースクリニック  7７1−0002・	  771−3922

母子・成人・精神保健事業スケジュール

平日夜間・休日診療 

母子保健 東保健センター

成人・精神保健

小児の救急電話相談

大人の救急電話相談

西保健センター

平日夜間診療

休日診療

平日夜間及び休日急患診療所は、急患の人に応急的診療だけ行い
ます。慢性疾患の診療やかかりつけ医などと同様の精密検査など
には対応していません。また投薬は、最低日数分になります。

No.419
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为加入国民年金保险者的特定健康检
查·综合健康检查
将于4月下旬向特定健康检查对象者邮寄受诊

券,检查期间为5月~11月。综合健康检查的检

查期间为5月~平成29年2月,检查费用之内补助

一部分。
→保险年金课　℡782-6494/Fax775-9827

各种检查
将于4月下旬向对象者邮寄受诊券。所有的检

查实施期间为5月~11月。在4月1日开始受理报

名。
→西保健中心　℡774-1411/Fax776-7355

学日语讲座
周二教室（一对一形式讲座）4月12日~7月5日 

上午10点~11点30分 コミュニティセンター ＊
希望托儿的话,请询问。周三教室（一对一形

式讲座）4月13日~7月6日 晚上7点~8点30分 上

尾公民馆 基础日语教室（日语专门教师讲授

的课堂形式）4月14日~7月14日的每周四 上午

10点~11点30分 文化中心 教材费为1000日

元＊希望托儿的话,请询问。每教室的学费为

1000日元（AGA会员免费）请向上尾市国际交流

协会（AGA）事务局（每周一·四·五,上午10点~

下午4点）报名申请。℡780-2468/Fax775-9819 

office@aga-world.com 

详细情况请在以下机关询问
市民协动推进课　电话775-3548（英语或日语） 

传真775-9819或外国人询问窗口,每星期一,下

午1点～4点（汉语）。
「你好消息」（Hello Corner News）是上尾市外

国人咨询窗口每月为外籍市民发行的月报。向

您介绍在市内举行的各种活动及有关生活信

息。「你好消息」还登载在上尾市网页上,您可

以随时阅读。（您如果在市内居住,还可以申请

邮寄）

外国語情報コーナー
　今月は「国保加入者の特定健診・人間ドック・各種検診」（7、32ページ参照）と「日本語教室」（23
ページ参照）です。　※タイトル・内容は一部要約しています。

Specific Medical  Checkups and 
Complete Medical Checkups for 
Subscribers to National Health Insurance 
System
At the end of April, a coupon for specific 
medical checkups will be sent out to eligible 
residents. The checkup period will be May〜
October. Complete medical checkups will be 
given from May through February, 2017 and 
costs will be partially subsidized. 
→Hokennenkin-ka　Tel782-6494／Fax775-
9827
Various Checkups
A checkup coupon will be sent out to eligible 
residents at the end of April. All checkups 
will be given between May and November. 
Applications will be accepted starting from 
April 1.
→Nishihoken-Center　Tel774-1411／Fax776-
7355
Japanese Classes 
Tuesday Class (Taught by volunteers on 
a one-on-one basis) April 12〜July 5, 10:00 
〜11:30 a.m. Community Center. ＊Please 
ask about baby-sitting service if necessary. 
Wednesday Class (Taught by volunteers on 
a one-on-one basis) April 13〜July 6, 7:00〜
8:30 p.m. Ageo Kouminkan. Basic Japanese 
Course (Taught by certified teachers in a 
classroom style) Thursdays, April 14〜July 14, 
10:00〜11:30 a.m. Bunka Center. Text book 
costs 1,000 yen. ＊Please ask about baby-
sitting service if necessary. 1,000 yen/class 
(free for AGA members). To sign up, please 
contact the Ageo Global Association (AGA) 
Secretariat (10:00 a.m.〜4:00 p.m. on Monday, 
Thursday, or Friday). Tel780-2468 ／Fax775-
9819  office@aga-world.com 
For more information 
Please contact Shiminkyodosuishin-ka (in 
English or Japanese) at 775-3548 (Fax775-
9819) or “Hello Corner” (counseling service 
for non-Japanese residents in English) held 
every Monday 9:00 a.m.〜12:00 p.m. Hello 
Corner publishes a monthly newsletter called 

“Hello Corner News” to inform non-Japanese 
residents of events in Ageo and tips on living 
in the city. It is posted on Ageo City website. (It 
will be sent to you by mail if you live in Ageo 
and wish to have it delivered to your house.) 

CHECKUPS ESPECÍFICOS E EXAME 
MÉDICO GERAL PARA INSCRITOS NO 
SEGURO NACIONAL DE SAÚDE
Para realização do checkup específico será 
enviado através do correio, final de abril, 
cartão de exame.  Período dos exames:  maio
〜outubro.  Período de realização do exame 
médico geral será de maio〜fevereiro de 
2017,  havendo ajuda de custo parcial para o 
exame.  
→Hokennenkin-ka Tel782-6494／Fax775-
9827
Exames médicos
Será enviado cartão de exame, final de abril 
via correio, para seus segurados.  Todos os 

exames médicos serão realizados no período 
de maio〜novembro.  Inscrições de exames 
começarão em 01 de abril. 
→Nishihoken-Center　Tel774-1411／Fax776-
7355
Curso de Japonês
Aulas de terças-feiras (aulas individuais 
ministradas por voluntários japoneses) de 
10h00〜11h30, de 12 de abril à 5 de julho, no 
Community Center. ＊Se necessitar serviço de 
creche, favor consultar.  Aulas de quartas-
feiras (aulas individuais ministradas por 
voluntários japoneses) de 19h00〜20h30, de 
13 de abril à 6 de julho, no Ageo Kouminkan.  
Aulas básicas de quintas-feiras (aulas em 
grupos ministradas por professores japoneses), 
todas às quintas-feiras de 10h00〜11h30, de 
14 de abril à 14 de julho, no Bunka Center. 
＊Se necessitar serviço de creche, favor 
consultar. Preço material didático: 1.000 ienes.  
Preço: 1.000 ienes cada curso. Gratuito para 
associados da AGA. 
Inscrições:  secretaria da AGA (Anexo 3 da 
prefeitura de Ageo, térreo), todas às segundas, 
quintas e sextas-feiras, de 10h00〜16h00. 
Tel780-2468／Fax775-9819 office@aga-world.
com
Para maiores informações
Favor contactar Shiminkyodosuishin-ka (inglês
／japonês) Tel775-3548／Fax775-9819 ou a 
Ḧello Corner̈ (balcão de atendimento para 

estrangeiros).Consultas em português todas às 
2as. feiras, de 13h00～16h00). A Hello Corner 
publica mensalmente o informativo ̈ Hello 
Corner News̈  em língua estrangeira onde 
poderão ser encontrados informações gerais 
do cotidiano e eventos de nossa cidade.Ver 
o site da prefeitura de Ageo (para aqueles 
que residem em Ageo e quiserem receber 
o informativo em sua casa deverão fazer 
assinatura).

Examen médica del síndrome metabólico 
/ Chequeo general de salud　para los 
afiliados del Seguro Nacional de Salud
A finales de abril, se les enviará por correo 
el tique para el examen médica del síndrome 
metabólico a las personas elegibles. Este 
examen se realizará de mayo a octubre, y el 
chequeo general de salud, de mayo a febrero 
del año 2017. Se otrogará una parte de costo 
del chequeo como subsidio.
→Hokennenkin-ka Tel782-6494／Fax775-
9827
Reconocimiento médico de enfermedades
A finales de abril las personas elegibles 
podrán recibir por correo el bono para los 
reconocimiento médico de enfermedades, los 
cuales se efectuarán de mayo a noviembre. 
La inscripción abre a partir del 1 de abril.
→Nishihoken-Center Tel774-1411／Fax776-
7355
Clases de japonés
Clase de martes. (clase uno-a-uno con los 
voluntarios),  de 12 de abril a 5 de julio,10- 
11:30 horas. En Comunity Center.　En 
cuanto a la guardería, pregunte por favor. 
Clase de miércoles. (clase uno-a-uno con 

los voluntarios), de 13 de abril a 6 de julio, 
19-20:30horas. En Ageo Kominkan. Clase 
de jueves, nivel básico (clase en grupo 
con profesores), de 14 de abril a 14 de julio, 
10-11:30 horas. En Bunca Center. Coste de 
material didáctico : 1.000yenes. En cuanto 
a la guardería, consulte por favor. Precio: 
1.000 yenes/ cada clase. Para el socio de la 
AGA, gratis. Inscripción: Secretaría de AGA.  
Horario de atención : lunes, jueves y viernes, 
de 10 a 16 horas. Tel780-2468／Fax775-9819  
office@aga-world.com
Para más información
Sí rvanse ponerse en contacto con 
Shiminkyodosuishin-ka en japonés o en 
inglés (Tel775-3548／Fax775-9819) o con 
"Hello Corner" (servicio de consulta para los 
residentes extranjeros en español) que tiene 
lugar todos los lunes, de 9 a 16hrs (de 12 
a 13hrs descanso). Hello Corner publica la 
revista mensual "Hello Corner News" para 
los residentes extranjeros en español en la 
que podrán obtener informaciones varias 
tales como eventos, informaciones útiles 
para la vida cotidiana. Se pone en la página 
web de la Ciudad de Ageo. Y también se 
manda  por correo a los que la desee si vive 
en Ageo. 

English 英語

Português ポルトガル語

Español スペイン語

中文 中国語
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●
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北
上
尾
駅県立

上尾高校

西上尾第一団地

諏訪神社

領家農村センター

　数ある講の中でも金融のための組合
で、互助的な要素がある｢頼母子講｣の起
源は古く、内容は相互救済的な金融制度
であったという。
　近世当初、都市部の小規模な商工業者
の間で資金調達のために行われていたも
のが、経済活動の活発化に伴い、農村部
でも盛んに行われるようになった。
　発起人が親となり、一口いくらという一定
の金額（掛け金）を設定する。講員が年に1
回または2回集まり、掛け金を出し合って、そ

の時に集まったお金を、くじ引きで当たった
人が借用するというものである。各講員と
も、借用できるのは1回で、全員がこの権利
を行使し終えると講は終了となる。
　一定の金額を拠出する必要はあるが、
まとまった金額が手に入るため、大き
な仕事ができたという。例えば、代替わ
りや分家のための準備金としての｢相続
講」「出世講｣、屋根の葺き替えの｢屋根
講」や畳の取り換えのための｢畳講｣など、
あり方はさまざまであった。

　
近
世
中
期
に
な
る
と
、
上
尾
市
域

で
も
盛
ん
に｢

講｣

が
組
織
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。｢

講｣

と
は
、
あ
る
目

的
を
持
っ
た
集
団
や
結
社
な
ど
を
い

い
、
代
表
的
な
講
に
寺
社
の
信
仰
、

ま
た
は
寺
社
参
詣
す
る
た
め
の
組

織
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
性
格
や
機
能

か
ら
大
き
く
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

一
つ
目
は
遠
隔
地
の
霊れ

い
げ
ん験

あ
ら
た
か

な
寺
社
を
信
仰
す
る
集
ま
り
の
講

で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
社
寺
参
詣

の
た
め
に
組
織
さ
れ
、
参
詣
が
終
わ

る
と
解
散
さ
れ
る
臨
時
的
な
も
の

で
、
上
尾
市
や
周
辺
地
域
で
は
、
伊

勢
神
宮
を
信
仰
す
る
信
者
組
織
ま

た
は
伊
勢
参
詣
の
た
め
の
組
織
で

あ
る｢

伊
勢
講｣

や
、富
士
山
を
信
仰

す
る｢
富
士
講｣

、
羽
黒
山
・
月が

っ
さ
ん山

・

湯ゆ

殿ど
の
さ
ん山

の
出で

羽わ

三さ
ん
ざ
ん山

を
巡
る｢

出
羽

三
山
講｣
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
。

　

後
者
が
村
を
超
え
て
結
成
さ
れ

る
の
に
対
し
て
、
前
者
は
村
単
位
で

加
入
し
組
織
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

年
に
１
回
、
代
表
者
を
決
め
て
参
詣

す
る｢

代だ
い
さ
ん参｣

が
行
わ
れ
る
こ
と
か

ら「
代
参
講｣

と
も
い
わ
れ
、明
治
か

ら
大
正
に
か
け
て
最
盛
期
を
迎
え

る
。
県
内
で
は
、
群
馬
県
高
崎
市
の

榛は
る

名な

神
社
を
信
仰
す
る｢

榛
名
講｣

や
、東
京
都
青
梅
市
の
御み

嶽た
け

神
社
を

信
仰
す
る｢

御
嶽
講｣

、埼
玉
県
秩
父

市
の
三み

つ

峰み
ね

神
社
を
信
仰
す
る｢

三
峰

講｣

な
ど
が
多
く
行
わ
れ
て
い
た
。

　
中
で
も
、
榛
名
講
と
並
ん
で
市
域

の
ほ
と
ん
ど
の
地
区
に
存
在
し
て

い
た
の
が
、
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
の

大
山
阿あ

ふ夫
利り

神
社
を
信
仰
す
る｢

大

山
講｣

で
あ
る
。
大
山
阿
夫
利
神
社

は
、
農
業
や
出
世
の
神
様
と
し
て
信

仰
さ
れ
て
き
た
。
石せ

き

尊そ
ん

講
と
も
呼
ば

れ
、
夏
の
山
開
き
で
あ
る
７
月
27
日

か
ら
８
月
17
日
に
代
参
を
行
っ
て
い

た
。
こ
の
時
、
各
地
区
で
組
み
立
て

式
の
灯
籠
を
立
て
る
行
事
が
あ
り
、

こ
れ
は
大
山
灯
籠
や
石
尊
灯
籠
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
木
製
の
灯
籠
で
、

灯
籠
の
周
り
に
４
本
の
竹
を
立
て
、

し
め
縄
を
張
る
の
が
一
般
的
で
あ

る
。
他
に
も
鉄
製
の
灯
籠
な
ど
も
あ

る
。
立
て
て
い
る
期
間
中
は
毎
晩
明

か
り
が
灯
さ
れ
、
現
在
で
も
19
の
地

区
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
形
を
守
り
な
が

ら
受
け
継
が
れ
て
い
る（
写
真
１
）。

　

ま
た
上
尾
の
西
部
に
位
置
す
る

畔
吉
の
諏
訪
神
社
と
、
領
家
農
村

セ
ン
タ
ー
に
は
、
石
で
作
ら
れ
た
大

山
灯
籠
が
常
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
正
面
に
は｢

大
山
石
尊
大
権

現
」｢

阿
夫
利
神
社｣

と
文
字
が
彫
ら

れ
、
石
で
で
き
た
も
の
は
市
域
で
は

珍
し
く
、
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る（
写
真
2
）。
畔
吉
の
諏
訪
神

社
の
大
山
石
灯
籠
の
背
面
に
は｢

元

治
元
年
子
歳
六
月
吉
日｣（
１
８
６
４

年
）と
紀
年
銘
が
あ
り
、
幕
末
の
夏

の
ひ
と
時
に
灯
さ
れ
た
、
灯
籠
の
明

か
り
を
し
の
ば
せ
て
い
る
。

（
上
尾
市
生
涯
学
習
課
）

大お
お
や
ま
こ
う

山
講
と
大
山
灯
籠

〜
近
世
か
ら
続
く
と
も
し
び
〜

相互救済講だった頼
た の

母
も し

子講

301

写真3　天保14（1843）年の頼母子
講連名帳（南村須田家文書）

写真1　氷川神社（浅間台）の木製の大山灯籠

写真2　畔吉の諏訪神社の大山石灯籠
（左）・領家農村センターの大山石灯籠（右）
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3
月
3
日
、
児
童
館
ア
ッ

ピ
ー
ラ
ン
ド
で「
ひ
な
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は

ひ
な
ま
つ
り
の
お
話
を
聞
い
た

り
、『
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
』

を
歌
っ
た
り
し
た
後
、顔
の
部

分
が
く
り
ぬ
か
れ
た
ジ
ャ
ン
ボ

ひ
な
壇
を
使
っ
て
、｢

な
か
よ
し

ひ
な
壇｣

を
作
り
ま
し
た
。
お

内
裏
様
や
お
ひ
な
様
に
な
り

き
り
、み
ん
な
で
協
力
し
て
か

わ
い
ら
し
い
ひ
な
壇
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

会
場
は
子
ど
も
た
ち
や
保

護
者
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
、春
の

訪
れ
を
感
じ
る
和
や
か
な
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
９
６
６
年
発
行
の
名
作

絵
本『
し
ょ
う
ぼ
う
じ
ど
う

し
ゃ
じ
ぷ
た
』の
モ
デ
ル
が
、

上
尾
市
消
防
団
第
８
分
団
の

車
両
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。こ
の
絵
本
は
ジ
ー

プ
型
消
防
車｢

じ
ぷ
た｣

の
活

躍
を
描
い
た
も
の
で
す
。
当

時
、同
型
車
両
は
稀
少
で
、福

音
館『
こ
ど
も
の
と
も
』編
集

者
が
探
し
当
て
た
そ
う
で
す
。

　

当
時
の
第
８
分
団
員
の
皆

さ
ん
は
、
名
作
絵
本
の
モ
デ

ル
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
驚

き
つ
つ｢

こ
の
車
両
で
消
火
活

動
を
し
ま
し
た｣

と
、
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

た
。

左から富岡上尾警察署長、島村市長、大井川上尾市区長会連合会長

1963年に撮影された上尾市消防団第8分団員とジープ型消防車

全・安心を図るために

内に名作絵本のモデルが

｢上尾市犯罪情報の住民提供等に関する協定｣を
締結

『しょうぼうじどうしゃじぷた』のモデル・
ジープ型消防車

安

市

み

　

2
月
26
日
、
上
尾
市
・
上

尾
警
察
署
・
上
尾
市
区
長
会

連
合
会
の
３
者
に
よ
る｢

上

尾
市
犯
罪
情
報
の
住
民
提
供

等
に
関
す
る
協
定｣

が
締
結

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
重
大
な
犯
罪
が

発
生
し
た
際
に
、
地
域
住
民

に
対
し
て
犯
罪
情
報
の
提
供

や
注
意
喚
起
を
行
う
こ
と
で
、

地
域
住
民
を
犯
罪
被
害
か
ら

守
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。
こ
の
協
定
に
よ
り
、

住
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を

図
る
た
め
、
３
者
が
連
携
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
3
月
5
日
、上
尾
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で｢

キ
ラ
リ

☆
あ
げ
お
Ｐ
Ｒ
大
使
」就
任
記

念
長
尾
春
花
ス
プ
リ
ン
グ
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
Ｐ
Ｒ
大
使
に
就
任

し
て
い
る
長
尾
春
花
さ
ん
は
、

世
界
的
に
活
躍
す
る
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
で
す
。

　

共
演
し
た
の
は
高
校
・
大

学
で
長
尾
さ
ん
と
共
に
学
ん

だ
実
力
派
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
實じ

つ

川か
わ

風か
お
るさ
ん
。二
人
の
息
の
合
っ

た
美
し
い
演
奏
に
、観
客
は
１

曲
ご
と
に
惜
し
み
な
い
拍
手

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

長尾春花さんと實川風さんの演奏

の合った演奏で会場を魅了
｢キラリ☆あげおＰＲ大使」就任記念
長尾春花スプリングコンサート

息

みんなで楽しく完成させた「なかよしひな壇」

ん
な
で
作
る

｢

な
か
よ
し
ひ
な
壇｣

ア
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
　
ひ
な
ま
つ
り 




